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「SANZUI」は、実演芸術のあらゆる魅力を伝えます。
実演芸術に触れた感動が水の流れのように
人々の身体の中に深く浸透し、潤し、育みますように。
そんな思いを込めました。
http://www.cpra.jp/sanzui/
（バックナンバーの閲覧・プレゼントの応募はこちらから）

公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会
実演家著作隣接権センター（芸団協CPRA）
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ドキドキは伝わる。
初めて脚本に目を通す時のドキドキ。

舞台の初日を迎える時のドキドキ。

今までにない役を演じる時のドキドキ。

そんなすべての緊張感や高揚感、ドキドキという感情は、

演者から観客に見事に伝導していく。

舞台の上の人間がドキドキしないと、

観ている人間もドキドキしないということである。

Text / Seiichi Tanbata(P.4-5), Natsuki Ishigami（P.6-7）, 

Eiichi Yoshimura(P.8-9), Rie Shintani(P.10-11)

特　集

2012年 『ZIPANG PUNK～五右衛門ロックⅢ』
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「よろしくお願いします」。服装はカジュアルだが律儀な

笑顔であった。そして国民的スター歌手と向かい合わせで

会話が弾んだ。歌手デビューは2000年。曲名は「箱根八里

の半次郎」。衣裳から曲調まで古風な股旅演歌。身長178セ

ンチ、端正な風貌とは真逆な路線にもかかわらず、瞬く間

にF2層（30代の女性）を中心に圧倒的な人気を集め、大

晦日には新人ながら「第51回ＮＨＫ紅白歌合戦」に初出場

を果たした。以来、14回連続出場の記録を更新する。スター

街道の始まりだ。

「アルバイトしながら見ていた番組に出場できたことに

びっくりでした」。嬉しいドキドキ感の裏には、「この先、

どうなるだろうか」という不安がつきまとっていたと明か

す。股旅路線は第2弾「大井追っかけ音次郎」へと続き、

第3弾の「きよしのズンドコ節」で、客席のペンライトの

大躍動に進むべき灯りが見えたという。さらに「星空の秋

子」に続き、台詞入りで朗々と歌い上げる「白雲の城」へ

と領域を広げ、3年後、「一剣」で栄えある第48回日本レコー

ド大賞を受賞。歌謡界の頂点に登りつめた。目元は潤んで

いたが涙はなかった。26歳の暮れであった。

　氷川さんは「和服が好きなんです」と嬉しそうに、笑顔

で話す。デビュー 15周年記念曲「大利根流れ月」の主人

公は幕末の剣豪平手造酒。「彼の若い頃の着流し姿に扮し

ていると、違う自分になれる。舞台俳優が見栄を切るとき

みたいです」。和装のドキドキ感について目を見開き、身

を乗り出して話す。しかし声は優しい。

　氷川さんならずとも歌手の醍醐味に「ライブ」がある。

昨年は、「3日に1日（2回）公演」というハイぺースで全国

各地へコンサートツアーに出た。最終公演は、東京有楽町

の国際フォーラムＡホール（定員5,012席）で迎えた。舞

台は４階建ての高さ。「一番高い席まで昇ってみました。

そこからはステージ上の自分は豆粒程度にしか見えないこ

とを実感しました。それでも観に来てくださるファンがい

る。その人にも声を届くように心を込めて歌っています」。

歌手の生命である「のど」についても同様だ。「いつでも

最良の声で歌えるように。睡眠、大声で喋らない。ストレ

スがたまらない音をさがすこと」と「のど」のケアに努め

ていると明かす。スターの最大条件、「気配り」の男でも

ある。

　したがって満員の客席は「きよしぃ～」コールと「サイ

リウムライト」の花盛り。今年は15周年の記念公演として、

10月7･8両日、日本武道館で単独公演を行う。「武道館はた

だ広いだけでなく歌手にとっては最適な場所です。15年の

歩みを感じ取ってもらい、感謝の気持ちを伝えたい」と願っ

ている。氷川さんは最新のアルバム「昭和の演歌名曲集」

で歌謡界の大先輩村田英雄の十八番「無法松の一生」を歌

唱した。「ストーリーがいい。メロディーもいい」と浪曲

演歌に挑戦した。氷川さんは、歌うときにいつも心掛けて

いることがある。「悲しい歌でも笑顔で締めた方がいい」と。

話題の主役、氷川きよしは9月で37歳になる。彼の歌声と

笑顔は混濁の日本を明るくしてくれる。

PROFILE　福岡県出身。2000年、日本コロムビア創立90周
年記念アーティストとして、シングル「箱根八里の半次郎」で
デビュー。「やだねったら、やだね」のフレーズは日本新語・流
行語大賞に選ばれるなど、一大旋風を巻き起こし、150万枚の
セールスを記録。第42回日本レコード大賞最優秀新人賞、第
15回日本ゴールドディスク大賞 ソング・オブ・ザ・イヤー(演
歌・歌謡曲部門)他受賞多数。9月17日(水)に新シングル「ちょ
いときまぐれ渡り鳥」を発売。http://www.nagarapro.co.jp
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氷川きよし
歌手

Photo/ Ko Hosokawa
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　超人的なアクロバットと奇想天外な演出、圧倒的な世界

観で、観客をめくるめく非日常へと誘うシルク・ドゥ・ソ

レイユ。単なる「サーカス」の枠組みには到底収まりきら

ない、そのドラマティックな舞台は、世界中でこれまで

１億人以上もの観客たちの心をとりこにしてきた。

　現在公演中の『オーヴォ』はカラフルで躍動感に溢れ、

生命の喜びに沸き立つ昆虫たちの世界へと観客を誘い込む

ファンタジーだ。個性的なヒロイン「レディーバグ」を演

じるミシェルさんは創作段階から参加し、演出家たちと共

に数年間かけてこの役柄を作り上げてきた。恋に恋するて

んとう虫の女の子。元気いっぱい、とびきりチャーミング

でハッピーな彼女の存在感は、登場しただけで舞台をパッ

と明るくする。

「そう感じてもらえると、とても嬉しい。彼女は私たち人

間にとって大切なことを表現しているの。つまり愛、ロマ

ンチックであること、楽観的であるといったことを」

　セリフはないが、豊かな身振りや表情に加え、「プルル

ルル」といった “虫の言語” で他の虫たちと会話する。虫

が羽を震わせているようでもあり、歌や楽器のようでもあ

る、何とも心くすぐられる音色だ。英語か日本語かといっ

た言語の壁を越えて、虫たちの心の動きがダイレクトに伝

わってくる。

「昆虫の生態を学ぶなかで、私たち人間の耳には聞こえな

いだけで、虫たちはいろんな音を出してコミュニケーショ

ンしているはずだと気づいたんです。想像力を膨らませて、

喜怒哀楽を表現しながらも虫らしさを失わない音色を試行

錯誤しました」

　もともとは古典的なシェイクスピア演劇を学び、NYの

ダウンタウンで舞台に立っていた。当時はシルク・ドゥ・

ソレイユに特に関心を持ってはいなかったが、ある日突然

オーディションに呼ばれたことで、新たな扉が開いた。

　アスリート出身の俳優たちとは異なるバックグラウンド

が、彼女にしか演じられないレディーバグを生むと同時に、

シルク・ドゥ・ソレイユ独自の物語世界を支えている。

「人間離れしたアクロバットにはみんなびっくりするけ

ど、“私にはできない” と遠い世界のことのように感じて

しまう。でも私が登場すると“あ、これなら私にもできる！”

とホッとする（笑）。自分に近い、人間くさいキャラクター

を通して初めて、昆虫たちの世界に感情移入できる。昆虫

という設定だけれど、これは人間の物語でもあるんです」

　虫たちのミクロな世界を「等身大」に感じ、共感しても

らうために。ミシェルさんはステージのたびに、目の前の

観客たちと “ドキドキ（enchanting ／心を奪われる）” を

分かち合うことを大切にしている。

「観客の前に立つときが、一番ドキドキする。最初に日本

に来たときは、客席が静かで不安だった。でも客席の間を

練り歩く場面で一人ひとりの顔を見たら、みんな笑顔で目

がキラキラしていて、心からショーを楽しんでいることが

伝わってきた。役者を続けているのは、お客さんが私のパ

フォーマンスから感じた “ドキドキ” を、客席から返して

くれるから。これからも観客との関係性を大切にしていき

たいです」

PROFILE　米シアトル生まれ。ニューヨークの国立シェイクスピ
ア・アカデミーにて古典演劇を修める。 2001年、自身の脚本演出
によるひとり芝居“マミープロジェクト”を開始。全米の大学やフェ
スティバルで上演される。2008年10月、『オーヴォ』の創作段階か
らシルク・ドゥ・ソレイユに参加。「ダイハツ オーヴォ」東京公演を
終え、大阪（7/17～11/2）、名古屋（11/20～2015/2/1）、福岡
（2/20～4/5）、仙台（4/23～6/7）を巡る。ovo-jp.com/

Costumes : Liz Vandal ©2013 Fuji Television

ミシェル・マトロック
アーティスト（シルク・ドゥ・ソレイユ）

Photo/ Ko Hosokawa
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　まだアマチュアだった10代の清水ミチコさんがいちばん

ドキドキしたのは、タモリがパーソナリティーだったラジ

オの深夜番組や、『ビックリハウス』のような投稿雑誌で、

自分が応募したネタが取りあげられるかどうかだった。

「ラジオでネタと名前が読み上げられたり、雑誌に掲載さ

れたら、ドキドキを通り越して足が震えましたもん」

　飛騨高山で暮らしていた高校生時代だ。大学進学のため

に上京した後は、やがてそうした足が震えるような魅惑の

世界に次第に近づいていくようになる。

「最初は、芸能などの道に進もうという気はありませんで

した。そもそも将来は実家の商売を継ぐつもりだったぐら

い。デビューなんていうことはまったく考えていませんで

した」

　しかし、深夜番組への投稿をきっかけに、ラジオ番組の

ネタを考える構成作家にスカウトされ、のみならずそのネ

タの好評から自身も出演者になるにつれてアマチュアのド

キドキは、プロフェッショナルならではの不安と畏れへと

形を変えていくことになる。

「放送作家のついでにラジオに出るようになり、やがて素

人でも出られるオーディション・コーナーがあった渋谷の

ライブハウスに芸人として出るようになりました。それか

らテレビに出て、レギュラー出演者になった頃から自分は

この世界でプロなんだという自覚が生まれました。同時に、

芸人として常にドキドキするようになりました。デビュー

してからもう何十年も経っているのに、いまも新ネタをや

るときはすごくこわい。“受けなかったらどうしよう” っ

ていう不安と、“受けすぎたらどうしよう” ってヘンな不

安もあるんですよね。受けるためにやっているのに、受け

すぎるのもこわいという自分でもよくわからない不思議な

心理なのですが」

　物真似が重要なレパートリーなので、まねされるご本人

の反応も気になる。

「自分が物真似をするのは自分が大好きな人。オーラのあ

る人で、自らもそういう人になりたいという憧れの人なの

で、いつも愛を持って物真似はしています。その愛ならで

はの揶揄や毒が含まれてしまって、あ、これご本人が見た

らどう思うのかなって不安もありますが」

　キャリアも重ね、ライヴもいつも満員。自分自身が大御

所となって安全地帯に行くことも可能かもしれないが、そ

れではスリルとは無縁になってしまう。

「いまでも駆け出しの頃と同様にラジオのパーソナリ

ティーがいちばん好きなんです。これは言いすぎかなって

いう、生放送のギリギリのスリルを楽しんでいるところが

ある。物真似にしても舞台にしても、ドキドキするという

のは、やはりスリルのあるところに生まれる感情だと思う

んです。ドキドキすることなく、まったく緊張もせずアガ

リもしないで本番に臨めるような人って、観ているほうも

スリルや魅力を感じないんじゃないでしょうか」

　芸が受けるということは、自分自身の存在が受け入れら

れるということ。芸人としての醍醐味は、ギリギリの芸を

通して自分という存在が世の中に受け入れられるかどうか

のドキドキにあるということだろう。

PROFILE　岐阜県高山市生まれ。上京後、ラジオ番組の
構成作家を経てタレント活動に。テレビCMでの声の出演
を皮切りに、音楽と絡めた物真似などの活動が人気に。
1987年よりフジテレビ『笑っていいとも！』にレギュラー出
演をし、人気が全国区のものとなる。テレビ、ライブ、俳優、
執筆など多岐にわたるジャンルで活躍中。1988年、ゴー
ルデンアロー賞芸能新人賞受賞。

清水ミチコ
芸人

Photo/ Ko Hosokawa

もの ま   ね
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　今やなかなかチケットが取れない活劇集団として圧倒的

人気を誇る「劇団☆新感線」。彼らの舞台を映画館で観る

新しい鑑賞スタイルの「ゲキ×シネ」も10周年を迎え、ま

すますファンを増やしている。その新感線の旗揚げメン

バーであり、主宰・作家・演出家として34年間にわたり劇

団を支えている、いのうえひでのりさん。「最初は、こん

なにも長く続くとは思っていなかった」という背景には、

彼と演劇と人との意外で素敵な出会いがあった。

「もともと映画が好きだったんです。中学２年のときにブ

ルース・リーの映画に出会って、はまって、映画館に通い

ました。新感線のベースでもあるチャンバラは、間違いな

くブルース・リーがきっかけです。その後は、千葉真一さ

んの空手アクション映画を観るようになって。なかでも当

時映画館で観て、ものすごい衝撃的だったのが『直撃地獄

拳 大逆転』。この映画からも大きく影響を受けています。

誰が観るんだろうっていうくらい注目度の低かったへんて

こりんな映画なんですけど、僕にとってはすごく面白くて。

後で知ったんですが、新感線の座付き作家の中島かずきも

同じ時期にその映画を観ていたんです。僕は福岡で、彼は

筑豊で。なんか、つながっていたんですね」

　そして２人は高校時代に出会う。演劇の大会で勝ち進ん

でいたいのうえさんの舞台の面白さに感動した中島さん

は、その劇をモチーフにオリジナル脚本を執筆。それをい

のうえさんに送ったことで、交流がはじまった。

「かれこれもう三十数年の付き合いですね。でも、そもそ

も僕が演劇の道に進んだのは仕方なかったというか。自主

映画を作りたかったのに高校に映画研究部がなくて、似て

いるからまあいいかと思って選んだのが演劇部（笑）。高

校時代はコンサートみたいな大音量で好きなロックをかけ

られるような劇をやっていました。新感線でも『五右衛門

ロック』のような歌楽曲を多数とり入れたＲシリーズがあ

るので、そう考えると、昔も今もやっていることはあまり

変わらないのかもしれないですね」

　卒業後は大阪芸術大学芸術学部舞台芸術学科に進み、つ

かこうへい作品『熱海殺人事件』にて「劇団☆新感線」を

旗揚げ。ずっと交流のあった中島さんは、1985年から劇団

に参加している。このまま芝居で食べていけたらいいなぁ

と、漠然と将来を夢みているうちに「あっという間に50代

です」と、笑う。

　好きこそものの上手なれ。演劇が好きであることはもち

ろん、ドキドキさせてくれる何かがあるからこそ、続けた

くなるのだろう。演出家としては、最初に脚本を読むとき、

舞台の初日を迎えるときに毎回ドキドキを味わうそうだ

が、一番のドキドキは、やはり舞台そのもののなかに──。

「舞台の面白さは、現実じゃない世界、異空間や異次元に

連れていってくれることなんです。芝居を見ている時間だ

けは別の世界に入っていける、現実を忘れられる。それが

楽しさであり、たまらなくドキドキするんですよね」

　そう語るいのうえさんの瞳は、きっと中学時代と変わら

ない輝きを放っている。

PROFILE　福岡県出身。1980年に劇団☆新感線を旗揚げ。以降、
音楽を前面に出した“Rシリーズ”、作・演出を行う笑いをふんだんに
盛り込んだ “ネタもの”、 ドラマ性に富んだ外連味たっぷりの時代活
劇 “いのうえ歌舞伎”など、エンターテイメント性にあふれた多彩な
作品群で“新感線”という新たなジャンルを確立させた。劇団外でも、
『今ひとたびの修羅』、『断色』(13)など、プロデュース公演の演出を
多数手掛けている。第9回千田是也賞ほか受賞。

2012年 『ZIPANG PUNK～五右衛門ロックⅢ』

写真提供：ヴィレッジ・劇団☆新感線（扉写真含む）

2014年 『蒼の乱』
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いのうえひでのり
劇団☆新感線主宰/演出家

Photo/ Ko Hosokawa

2011年 『髑髏城の七人』

け  れん み
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　近年、ライブの楽しみ方が “聴く” から “参加する” という

方向へシフトしてきている。この変化はどうして起こったのだ

ろうか？　00年代に入って、CDの売り上げが減少する一方、

スマホやパソコンなどで楽曲をダウンロードしたり、You 

Tubeなどの動画共有サービスを利用したりと、鑑賞方法がよ

りパーソナルなものになってきたことが大きな要因として考えら

れそうだ。クローズドな聴き方が一般化することで、相対的に

“音楽体験を共有できる場” としてのコンサートの需要が高まっ

てきた。フェスの隆盛もその表れのひとつだろう。ライブに行

くことがアミューズメントパークで遊ぶ感覚に近くなってきた。

　演奏者もその傾向を加速させている。一緒に歌う、踊る、

手拍子する、タオルを回すなどからさらに踏み込んだ演出

が目に付くようになってきた。UVERworld、BUMP OF 

CHICKEN、ももいろクローバーＺなどが導入しているザイロ

バンド（遠隔操作によって、内蔵のLEDが光るリストバンド）

はその顕著な例だろう。L’Arc-en-CielのL’edバンド、SEKAI 

NO OWARIのスターライトリングなど、独自のリストバンド

を使用するバンドもいる。昔からペンライトを振る楽しみ方

はあったが、コンピュータ制御されたザイロバンドで、より

緻密に歌と連動した演出が可能になった。歌詞に “青い”

という形容詞が登場した瞬間に会場内が青一色になったり、

“虹” という単語が歌われた瞬間に七色に光ったり。全員参

加のライティングは観る側にも演奏者側にも濃密な一体感と

高揚感をもたらしていく。事前にドレスコードを提示したり、

仮装を推奨したりするケースも増えてきた。照明から衣装ま

で、観客が演出の一端を担うようになると、ライブの楽しみ

ファンのドキドキ
やっぱり生のステージがいい！ 

DVDやCDではなく、ライブならではの楽しみ方はいかに？！

①どのくらいの頻度で公演会場に足を運びますか？

②DVDやグッズをお持ちですか？　③公演当日までどう過ごしますか？

④公演に通う楽しみのポイント

J-POP

演 劇

お笑い

伝統芸
能

“聴く”から“一緒に作る”へ。ライブの楽しみ方が広がってきた！　文＝長谷川 誠（音楽ライター）

は当日だけでなく、フリの練習、服装やグッズの用意など、

準備段階まで拡張されていく。

　フェスが多数開催されることで観客側の楽しみ方の種類も

豊富になってきた。ダンスロック系バンドの躍進もフェスの

隆盛と無関係ではないだろう。汗だくになって踊って楽しむ

のはライブの大きな醍醐味だ。ただし、すべてがその方向

だけに特化し、画一化していくのはつまらない。多様で自由

であるところにも音楽の素晴らしさがあるからだ。“聴く” か

ら“参加する”へ。さらに“一緒に作る”へ。観客がクリエイティ

ヴに、そして能動的に関わることで楽しみ方は広がっていく。

ライブという非日常の空間でドキドキすることは日常生活を

送る上でも糧となるだろう。ライブの果たす役割もさらに大

きくなってきている。

［ロック・ポップス］ CDやテレビだと、
どうしても「日常感」が勝っちゃう。ライ

ブは、他のことをしながらでは聴けな

い。その状態にお金を払っているんだ

と思う。好きなメンバーの汗まで見える

し！ (笑)（菅原鮎佳/20代/女性）

お客さんの反応とミュージシャンの気

迫が影響を与えあうのは生ならでは

（二者択一で失敗/40代/男性）

［演劇］ 生で聞く役者さんの声は、自分の耳
に直接届く感じがします。それに感情が乗っ

ていると、自分のこととして響く。演劇の場合

は、静かなシーンを作るためには自分も協力

しなきゃいけない。その緊張感を味わいに

行っているのかも（寺本一樹/20代/男性） 

［クラシック］ 会場の空気が変わったように
感じ引きずり込まれたことがある。空間に

音が響いて消えるのが聴こえる、演奏者の

緊張も集中も伝わってくるのは生でないと

味わえない（たーちゃん/30代/女性）

［ミュージカル］ 劇場では、周り
が身動きしないで観ていると

わかる。ああ、みんなも同じと

ころに見入ってるんだ、ってい

うのが伝わってきて面白い（高

野由紀/20代/女性）

［アイドル］ DVDでは映らない、ステージの真ん中
じゃないところでもすごく考えて動いていて、プロ

意識を感じます（ぐに/20代/女性）

掛け合いなどで一緒に盛り上がれるのが楽しい

（野村尚希/10代/男性）

［オペラ］ 「パン要らぬ光と
愛と詩で生きる」―生きた

人間が演じる生の舞台は

光であり、愛であり詩で

す。詩があれば死も病も

怖くありません（知財忍

者・青い蚕/20代/男性）

和泉直蒼（メディアデザイナー）

①仕事で関係することもあって舞台に足を運ぶことは多いけ

ど、個人的な楽しみとして月に1回程度、能や歌舞伎を観る。

②伝統芸能はライブでないと！ メディアに圧縮されたもので

は味わえないと思う。

③伝統芸能は共通する演目もあり、鑑賞予定のものを違う

ジャンルで事前に観たり、少し調べていると、また違う見方

ができるから面白い。もちろん、予備知識がなくてもそのと

きどきの受け止め方ができる。

④日本の伝統芸能は、外国のものと比べても細やかな洗練さ

れた表現を感じる。まさしく解像度が違う感じ。デザイナーと

しても、そういった芸術性を味わうことで刺激を受けている。

遠藤健司、増渕颯紀（専門学校生）

①月に1～2回。友達と行っても、ライブの間は自分の世界、

アーティストとの世界に入る。終わった後やその後数日ライ

ブの感想を言いあったり、他の友達に自慢したりでライブ

の感動が続く。

②ライブ前は特にDVDを見る。Tシャツも買って備える。

③前の日は興奮して眠れなくなる。当日は、ライブに集中した

くて、他の時間に音楽をきくときは、あえて違うアーティスト

の音楽をかける（え）。数日前からカウントダウンしているよ

うな感じ。ライブ当日もそのアーティストの曲を聴いてわく

わくする（ま）。

④ライブはCDとは違う歌い方をしていたり、生の音楽や演出

が楽しみ。余韻にひたって、またがんばろうと思える。LDH

はチームが大きくてバリエーションが楽しめてすごくかっこ

いい。近郊であるライブにはできるだけ行きたい！

金澤里沙（専門学校生）

①群馬から上京して、好きな芸人さんのライブに3か月で30

回行った。お笑いに興味をもったのは、テレビがきっかけ

で、生でライブを初めて見たとき、間近で芸人さんやお客さ

んのリアクションを感じて楽しくてはまった。

②また観たい！と思うので、好きな芸人さんのDVDは全部

持っている。テレビもビデオに録って好きなコントがいつで

も観られるように編集している。朝観て元気をもらうことも。

③ライブ前日は興奮して眠れなくなることもある。

④自分でネタをつくって、お芝居もできる芸人さんは憧れの

存在。面白くて、もっと近くで観たくてライブに通っている。

ライブを観ると元気になるし、私もがんばろうと思う！

橘 薫（留学支援団体勤務）

①1～2か月に1回。仕事をしていると時間も限られるので、好

きな劇団の公演に絞って母親、妹と協力してチケットを取っ

てみんなで観劇を楽しんでいる。

②見逃した作品をDVDで観ることもあるけど、生で観るのが

いい。

③長期間やっている公演は、少しずつ変わっていくもの。ネッ

トで観た人の感想をみていると、実際に目にする舞台がど

うなっているかとても楽しみ。

④数か月前にチケットを取るので、急に仕事が入らないかハ

ラハラ。行けなくなると、代休の日に当日券に並ぶことも。

役者さんのエネルギーやお客さんの熱気を含め、劇場空

間はとても刺激的。日常の中にそうした時間を持つことが

私には必要不可欠。

なんでわざわざ生で観るんですか？
（Webアンケートへの投稿より）
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中村孝男
（人形劇団ひとみ座代表）

Nakamura Takao

美匠
熟考

「NHK紅白歌合戦」の演出において、紙

吹雪によるシーンは必須である。初めて大

規模で使用したのは、1981年の大トリ、北

島三郎「風雪ながれ旅」。画面すべて真っ白。

口にも紙吹雪が入り、後のインタビューで

「NHKは俺を山羊と勘違いした」と嘆いた

のは有名な話。その後徐々に進化。1984年、

森進一「北の蛍」は、白い紙吹雪を赤く照

らし、蛍が乱舞するような妖艶な演出に。

1988年、北島三郎「年輪」では、81年同様、

口に張りついたが、「いつか大黒柱になる」

という風な歌詞の時、吐息で雪が口から飛

んでいくのを見て、曲への思いと歌唱力の

凄さに驚いた。昨今で印象深かったのは、

2012年のYUKI「プリズム」の星の形をした

吹雪。サビで、偶然、頭の上に一つの星吹

雪が舞い降り、その姿が「天使」のようだと

話題になった。紙吹雪は歌番組演出に想定

外の奇跡を与える、重要なアイテムなのだ。
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　1960年代NHKで放送され人気を博した

人形劇「ひょっこりひょうたん島」で、政

治家ドン・ガバチョは中心的な存在です。

この人形は、リメイクの際に作りました。

　ひょうたん島の人形は皆からくりがあ

り、ドン・ガバチョの場合、ひげと黒目が

動きます。驚いたとき、黒目が白目から飛

び出すのが面白い。左と右の黒目をわざと

ずらしてひょうきんさを出しています。

　オリジナル版は15分間長回しで撮影した

ため、一つのキャラクターでも色々なパ

ターンの人形を用意し、瞬時に取り替えて

対応しました。遠くにいる場面用に小さな

ドン・ガバチョなんかも作ったんですよ。

　ひょうたん島には舞台版もあります。井

上・山元両氏が脚本を書いてくれました。

1967年から今日まで全国を回っています。

　ひとみ座といえばひょうたん島、という

ほど有名な作品。大切にしていきたいです。

寺坂直毅（放送作家、紅白マイスター）
Terasaka Naoki
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ひょっこりひょうたん島

ドン・ガバチョの人形

「NHK紅白歌合戦」の

紙吹雪

©井上ひさし／山元護久・ひとみ座・NEP21

キャラクタ－デザイン片岡 昌　協力：人形劇団ひとみ座



※日本オーケストラ連盟ウェブサイトより、会員団体の演奏会情報がご確認いただけます。http://www.orchestra.or.jp

団体名
札幌交響楽団
仙台フィルハーモニー管弦楽団
山形交響楽団
群馬交響楽団
NHK交響楽団
新日本フィルハーモニー交響楽団
東京交響楽団
東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団
東京都交響楽団
東京ニューシティ管弦楽団
東京フィルハーモニー交響楽団
日本フィルハーモニー交響楽団
読売日本交響楽団
神奈川フィルハーモニー管弦楽団
セントラル愛知交響楽団
名古屋フィルハーモニー交響楽団
オーケストラ・アンサンブル金沢
京都市交響楽団
大阪交響楽団
大阪フィルハーモニー交響楽団
関西フィルハーモニー管弦楽団
日本センチュリー交響楽団
兵庫芸術文化センター管弦楽団
広島交響楽団
九州交響楽団
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指揮者は、テンポや音のイメージなど音楽の方向性を示す監督の役

割ですが、公演によって変わります。オーケストラの一員として常に

メンバーを引っ張っていくキャプテンのような存在が「コンサートマス

ター」。音合わせのときにヴァイオリンを弾くので、すぐわかります。

細かな音の出だしや微妙なニュアンスは、コンサートマスターの弓の

動きをみることで察知できます。オーケストラ奏者は、指揮者だけで

なく、コンサートマスターを視野に入れて演奏しているんです。

コンサートマスターはチームのキャプテン

オーケストラの活動は、年間のプログラムを組んだ定期演奏会が核になっています。2公演設けら

れているところも多いので、予定もあわせやすく、1年を通していろんな曲を聴くことができます。

初めての人は知っている曲や気になるソリストの公演を選んでみては？さらに年間の会員になると

とってもお得で、毎回お気に入りの席で聴けます。

いろんな曲が楽しめる定期演奏会

ウェブサイト
http://www.sso.or.jp
http://www.sendaiphil.jp
http://www.yamakyo.or.jp
http://gunkyo.com
http://www.nhkso.or.jp
http://www.njp.or.jp
http://tokyosymphony.jp
http://www.cityphil.jp
http://www.tmso.or.jp
http://tnco.or.jp
http://www.tpo.or.jp
http://www.japanphil.or.jp
http://yomikyo.or.jp
http://www.kanaphil.or.jp
http://www.caso.jp
http://www.nagoya-phil.or.jp
http://www.oek.jp
http://www.kyoto-symphony.jp
http://www.sym.jp
http://www.osaka-phil.com
http://www.kansaiphil.jp
http://www.century-orchestra.jp
http://hpac-orc.jp
http://hirokyo.or.jp
http://www.kyukyo.or.jp

チケットお問合せ
011-520-1771
022-225-3934
023-625-2204
027-322-4316
03-3465-1780
03-5610-3815
044-520-1511
03-5624-4002
03-3822-0727
03-5933-3222
03-5353-9522
03-5378-5911
0570-00-4390
045-226-5107
052-581-3851
052-339-5666
076-232-8632（石川県立音楽堂）
075-711-3110
072-226-5522
06-6656-4890
06-6577-1381
06-6868-3030
0798-68-0255（兵庫県立芸術文化センター）
082-532-3080
092-823-0101

北海道
東北

関東
首都圏

中部

関西

中国・四国
九州

オーケストラ

大勢で音楽を奏でるオーケストラ。迫力あ

る演奏から繊細なハーモニーまで、クラシッ

ク音楽の楽しみがつまっています。コンサー

トホールで音のシャワーを感じよう！

オーケストラの演奏会がひらかれる大きなコンサー

トホール、どこに座ろう？と迷ったら、真ん中がお勧

めです。音は広い空間に響きわたるので、前列より

も中央から後方の席の方が色々な音がバランスよく

聴こえます。また、会場によっては、オーケストラの

後ろから指揮者を正面から見られる座席があるこ

とも。コスト面では壁際や後ろの席がお勧め。演

奏も十分楽しめます。まずは気軽に行ってみよう！

座席選びに迷ったら、真ん中へ

オーケストラ鑑賞の拍手のタイミングはちょっと独特。感動的な盛り上が

りの後に、ふっと静かになって曲が終わったと思っても、拍手しない時があ

ります。交響曲は4つ前後の楽章でつくられていて、楽章の間は通常拍手

がありません。様々な情景が織りなされる演奏をじっくり聴いて、指揮者が

腕を下して力を抜くとき、振り返ったときに拍手する、それが一番安心かも。

感動したら拍手！でもタイミングが大切

オーケストラの多くの楽器は、その昔、狩りや合図、祭礼などに使うため

に、自然の中から見出されました。動物の角や巻き貝からできた金管楽

器、動物の骨や角、アシなどの植物からできた木管楽器は、息づかいで音

色や音量がガラリと変わります。弦楽器や打楽器はどうでしょう？楽器

体験などを通して、それぞれどうやって音を出しているのか、どんな音が

出るのか間近に感じると、さらに曲を聴く楽しみも広がります！

知ってみよう、ふれてみよう！楽器のヒミツ

カンゲキのススメ vol.5



Photo / Ko Hosokawa　Text / Taisuke Shimanuki

多くの人たちによってつくられる舞台。
主役のまわりに視線を転じてみると、
至る所にプロの技が輝いている。
舞台を支える人に光を当てる。

裏 舞 台
という名 の
表 舞 台

PROFILE　1940年新潟県生まれ。版画家を志して17歳で上京。
今井正、山本薩夫、亀井文夫らが創立した独立プロダクションに
美術スタッフとして参加。その後、東宝と契約。CMなどの背景美
術を手がけるかたわら円谷プロ作品にも参加し、『ウルトラマン』
シリーズなど多数の特撮作品で腕を振るう。現在は自身の工房
「アトリエ雲」を設立。映画、CMなどのほか、全国の博物館・資料
館に展示されたジオラマの背景画の制作を行う。

　コンピュータ・グラフィックス全盛の現

在、手描きの背景美術は残念ながら主流と

は言えない。だが、それでも島倉さんへの

仕事のオファーが絶えないのは、その職人

的なこだわりへの信頼と、手描きだからこ

その「味」に魅了されるからだ。

 「CGでは表現できない雲を描きたいとい

つも思っています。スペクタクルを感じさ

せる荒々しい雲だけでなく、寂しさを感じ

させるような静かな雲だとか。旅が好きで、

特にシルクロードは40年近く通っていま

すが、チベットやモンゴルの高地で目にす

　映画監督・黒澤明の遺作『まあだだよ』。

そのラストシーンの、オレンジ、緑、紫……

とオーロラのように色彩を変えていく夕焼

け空にマシュマロのような雲が浮かぶ夢の

情景を記憶している人も少なくないだろう。

島倉二千六さんは、その摩訶不思議な空を

描いた背景美術家である。

 「ある日、黒澤監督から朝8時半に呼び出

されて、いきなりスケッチを見せられたん

ですよ。『夢で見た空なんだけど、これを

描いてもらえないかい？』って（笑）」。映

画界で「天皇」とも呼ばれた黒澤監督から

指名を受けた美術家はそうはいない。島倉

さんは悪戦苦闘しながらも、照明家の力を

借りてリクエストに応えてみせた。その見

事な出来に監督は惜しみない賛辞を送った

そうだ。映像制作にかかわる人々は、島倉

さんを尊敬の念を抱いて「雲屋さん」と呼ぶ。

それは、彼が描く空や雲が人の心を動かす

ことを知っているからだ。

　故郷の新潟で看板屋に勤めていた島倉さ

んが映画界に飛び込んだのは、17歳の頃。

一足先に、撮影現場のスチールカメラマン

として働いていた兄の勧めを受けてのこと

だ。

 「今井正監督や山本薩夫監督が設立した新

星映画社で約3年、小道具などの美術を担

当していました。ある日、東宝の撮影スタ

ジオを訪ねる機会があって、そこで写真と

見紛うような雲の絵を見たんです。その感

動が忘れられず、東宝の門を叩きました」

　だが、厳しい職人の世界が健在だった時

代だ。いきなり雲を描かせてもらえるわけ

もなく、昼は助手として働き、夜は先輩か

ら紹介された特撮ドラマの現場で働いた。

 「東宝で先輩だった成田亨さんから『どう

せ東宝じゃ雲は描かせてもらえないだろう。

だったら俺の仕事を手伝えよ』と言われて。

当時、円谷英二さんが『ウルトラマン』の

制作を開始していて背景美術を描ける人間

を探していたんです」

　初代ウルトラマンに始まり、『ウルトラ

セブン』『～タロウ』など、ほぼすべての

ウルトラシリーズの現場に携わった経験は

その後のキャリア形成にとって代え難いも

のだったという。その後、東宝から独り立

ちした島倉さんは、映画や特撮だけでなく、

コマーシャルフィルムや博物館に展示する

ジオラマの背景美術なども手がけるように

なる。その頃には、雲の専門家として誰も

が一目置く存在になっていた。

 「雲や空を描く難しさは、雰囲気をいかに

出すか。背景ですから、その前に立つ役者

より目立ってはいけません。でも、空が画

面の大半を占めることはとても多いので、

おざなりでもダメ。歌舞伎の黒子のように

出しゃばらず。でも、夏の爽やかさやこれ

から起こる不穏な事態を瞬間的に感じさせ

るような存在感を持った雰囲気を出すのが

醍醐味です」

るような鮮烈な色にはなかなか追いつけな

い。でも、だからこそ現実とはちょっと違

う雲をみなさんに届けたい」

　半世紀にわたって雲を描き続けてきた島

倉さん。理想の雲を追い求める旅は、まだ

終わらない。

背景美術

島倉 二千六
Shimakura Fuchimu 

Background Art
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　中学から演劇畑。当時の担任に背中を

押されて進んだ演劇専攻の大学で、2人

の演出家との出会いがあった。「この人

たちとともに作品をつくり続けたい！」

その一心から舞台に立ち、現在に至る。

　作品は、最終的に俳優である自分の表

現を通してお客さんの目の前に現れる。

その責任の重さもあり、本番は自分が削

られるような感覚、つらい気持ちもある

ようだ。「自分は何もつくれない。でも、

演出家たちと作品創造することで、思っ

てもみなかった形になる。演出家のやり

たいことは、まだまだあるはず。それを

一緒につくっていきたい。」

　舞台は生のメディア、紙面や映像と

違って一気には広がらないし、一挙手一

投足が違わずに繰り返されることもない。

演出家との共同作業で、一番面白い！と

夢中に取り組んでいる「いま」をぜひみ

てほしい。

若き実演家の未来

　Always With Smile ― AWS学生アカペラプロジェクト

は、2011年3月の東日本大震災を受けて、歌うことを通し

て何かできないか、そういった思いがつながったのがはじ

まりだった。発起人は、ゴスペラーズの北山陽一さん。

WAVOC（平山郁夫記念ボランティアセンター）の支援の

もと、2012年11月から月に1回、学生たちが気仙沼の仮

設住宅の集会所などを訪れているほか、女川町や関東の学

校や介護施設などでも活動している。

　はじめての人も含め、毎回15人程度のメンバーで土曜

の朝に東京を出る。練習は気仙沼に向かうバスの中だ。1

泊2日で2カ所を訪問し、アカペラを楽しんでもらったり、

集まったみなさんと交流会をしたり、アカペラのワーク

ショップを行うことも。メンバーの吉埜大空さんは、大学

のプロジェクトで気仙沼の仮設商店街の情報発信に協力し

ていた。AWSの活動を知って自ら参加するようになって、

地域の人たちとの橋渡しも担った。「いろんな人と一緒に

歌えるし、みなさんとお話ができるのも楽しい。アカペラ

は相手の声に耳を傾ける協調性が必要。自分の心をひらか

ないといけないし、心と心をつなげる力があると思う」　

　当初から参加していた髙橋紀里子さんは、歌が好きだけ

ど、前に出るようなタイプではなかった。それが、去る3

月の卒業まで学生代表を務め周囲も驚くほど成長した。

「色々経験した分、後輩に教えてあげることもできるよう

になった。毎月違う仮設住宅にうかがって、初対面の人と

会話をするのにとまどったこともあった。でも、音楽は心

に届いていると感じるし、空気が変わるのがすごい」

　AWSは、30年は続けるのが目標。卒業後も無理をしな

いで参加を続けるメンバーもいる。「将来“気仙沼の人はハ

モるのが好き”となるぐらい楽しんでもらえると」そんな

想いも膨らんでいる。

SANZUI  ぱっしょん 歌でつながる笑顔～AWS学生アカペラプロジェクト～

夢中になる
創造の世界

PROFILE　1986年生まれ。桜美林大学にて
演劇を専攻。2007年、藤田貴大率いるマーム
とジプシーの旗揚げに参加。翌年、チェル
フィッチュ『三月の５日間』ザルツブルグ公演
に参加。以降、両劇団に平行して出演し、国内
外で活動。マームとジプシーは独特の表現手
法でも注目される劇団で、2013年に主演した
『cocoon』は話題作となった。9月29日～10月
13日、東京芸術劇場にて野田秀樹作、藤田貴
大演出『小指の思い出』に出演予定。

青柳いづみ
Aoyagi Izumi

Photo / Kota Sugawara

アートディレクターの眼

銀と黒で印刷された文字中心のシンプルなフライ
ヤーだけに、手に取って読みたくなる。同じ吉三郎
という名を持つアウトロー3人の物語を、3本のライン
で表現したり、書体や紙の選び方など、細部まで
凝ったデザインが素敵。人物相関図が複雑なので、
フライヤーの裏面で予習してから観るといいかも。

写真の素晴らしさに感動し、どうしても選びたかっ
たフライヤー。よく見ると写っている鳥は剥製なの
だが、逆にそれが良かったりする。鳥が２羽いるこ
とや富士山をバックにしていることで高村光太郎
の「暗愚小伝」を想起させるし、タイトルの文字も凝
っていて、写真の魅力を倍増させている気がする。

KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2014

木ノ下歌舞伎 『三人吉三』
2014年10月11日（土）12日（日）／京都芸術劇場 春秋座
監修・補綴：木ノ下裕一／演出・美術：杉原邦生／作：河竹黙阿弥

デザイン：外山央

青年団 『暗愚小傳』
2014年10月17日（金）～27日（月）／吉祥寺シアター
作・演出：平田オリザ
デザイン：AD＝工藤規雄　D(表面)＝上野久美子
写真：佐藤孝仁

最近色々な公演のフライヤーが面白くなってきている。
ここでは9月から12月に上演される、劇団・ダンス・演奏会などのフライヤーの中から、
ちょっと気になるものを、本誌アートディレクターが選んでみた。

新村則人＝アートディレクター。1960年生まれ。主な仕事に資生堂、無印良品、エスエス製薬、東京オリンピック招致など。JAGDA・東京ADC会員。
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エッセイ

大西 洋「日本の伝統芸術を後世に」
Illustration / Asuka Kitahara

　私は月に1回くらいのペースで、歌舞

伎や演劇、オペラやコンサート鑑賞に足

を運びます。非日常的な空間の中で、歌

舞伎、演劇、オペラ、コンサートと異なっ

たカテゴリーでも共通していえること

は、生で観て肌で感じることで魅了され、

奥深さや美しさ、技術の高さに堪らない

感動を覚えることです。

　毎年10月には新宿御苑で「森の薪能」

が開催されます。私が理事長を務める新

宿観光振興協会が主催し、今年で30回

を迎えることになりました。高層ビルの

林立する大都会に残された比類ない新宿

御苑の豊かな森の中という環境で、日本

の伝統芸能である能や狂言を楽しんでい

ただくイベントです。幻想的なかがり

火のもと、よりすぐられた演者・演目に

よる、格調高い能舞台が作り出す幽玄の

世界を一人でも多くの方に堪能していた

だきたく、継続してまいりました。

　お陰様で好評を博し、今では全国から

多くの方々にご来場いただいておりま

す。今後も新宿御苑の美しい炎を、永く

永く燃やし続けたいと思っております。

　実演芸術とは少し異なりますが、三越

伊勢丹では2011年度から、日本の伝統

やモノ作りの素晴らしさを、百貨店とい

う場を通じてお客様にご紹介する「ジャ

パン センスィズ」というキャンペーン

を継続的に展開しております。これは世

界で通用する日本の伝統技術や職人技、

産地など日本の価値を再認識していただ

きたいという想いでスタートしました。

今年はこの取り組みを世界へ発信するた

めニューヨークでも行いました。

　日本の伝統文化に生で触れる素晴らし

さや感動を多くの若い人達に感じてほし

いのです。そして私たちは、日本の素晴

らしい伝統芸術を後世に継承するため

に、披露する最適な場を提供し継続して

まいります。それが私たちの大切な役割

だと思っています。

株式会社三越伊勢丹ホールディングス代表取締役社長。

1955年東京生まれ。1979年慶應義塾大学商学部卒業、伊

勢丹入社。紳士統括部長などを経て、2008年3月に三越常

務執行役員および伊勢丹常務執行役員。2009年伊勢丹代

表取締役社長、2011年三越伊勢丹代表取締役社長を経て、

2012年2月現職に就任。2010年より新宿区観光協会会長（現

一般社団法人新宿観光振興協会理事長）を務める。

［プレゼント応募方法］SANZUIウェブサイト（http://www.cpra.jp/sanzui）
からご応募いただくか、はがきに①ご希望のプレゼント②氏名③年齢
④性別⑤住所⑥電話番号またはメールアドレス⑦SANZUI入手場所
⑧誌面の感想を書いて「〒163-1466 新宿区西新宿
3-20-2 東京オペラシティタワー11階 芸団協広報課」ま
でお送りください。 ［締切］ 11/28(金)（必着）

いのうえひでのりさんサイン入りDVD
『ZIPANG PUNK～五右衛門ロックIII』
通常版  2名様

古田新太扮する石川五右衛門が、七つの海を股にか

けて大活躍。轟くロック、破天荒なストーリー、迫力の

殺陣。最狂エンターテインメントをお楽しみください！

氷川きよしさんサイン入り文具セット  ５名様

「大利根ながれ月」オリジナルクリアファイルと「氷川

きよしの昭和の演歌名曲集」レコード型メモ帳のセッ

ト。氷川さんに見つめられて、仕事や勉強に一段と

力が入りそう！

PRESENT

＊当選の発表は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

NEWS

劇場等演出空間運用基準協議会*
『舞台技術の共通基礎』2,700円（税込）
　公演の舞台裏を解説した本ができました！ ①劇場やホー

ルといった施設の日本における成り立ち ②実際の公演に際

しての企画から会場での仕込み、本番、撤収など、それぞれ

の過程で安全に進行するための重要なポイント ③照明、音響、

舞台機構など、機材や設備はどのようなものがあるのか、ど

ういう効果が生み出せるのか、基礎的な知識をイラストや写

真を交えて紹介しています。

＊芸団協を含む関係16団体で構成。お申込みはウェブから。http://www.kijunkyo.jp/

PICK  UP

「美匠熟考」取材こぼれ話
ドン・ガバチョの決めポーズ

台の上に鎮座していたドン・ガバチョの人形に、劇団員の手で命が吹き込まれました。

飾ってあるよりも実際に動かした方が抜群に表情豊かでびっくり。動きを止めたとき

に、いかにきれいなポーズがとれるか、が上手い人形遣いの証だそうです。写真に写っ

たドン・ガバチョ、かっこよくきまってます！

紙吹雪まめちしき

紙吹雪の飛び方は紙の厚さで変わるって知ってましたか？　紙に厚みがあると飛びや

すく、反対に薄いと空に舞っている時間が長いそうです。アルミホイルのようなキラ

キラ光るメタル紙で作られた縦長の短冊は、くるくるとまわる独特の飛び方。季節毎

の売れ筋もあり、春は桜をイメージさせるピンクやローズ色のハート型・しずく型、

冬は雪をイメージさせる２センチ角がよく注文されるそうです。

SANZUI配布場所を募集しています！
SANZUIをチラシ置場やフリーペーパーラックなどに置いていただける施設・店舗様を

募集中です！ 見本をお送りすることもできますので、WEBサイトからお気軽にお申込

みください。「こんな場所にあったらいいのに」というご意見もお待ちしております！

　新たな芸団協CPRAの広報誌「SANZUI」を創刊し１年が

過ぎました。これもひとえに皆様のご愛読の賜物とスタッフ

一同を代表いたしまして、御礼申し上げます。

　発刊当初は、事務局スタッフも慣れない編集作業に時間の

かかった場面もありました。しかし、あらゆる側面から実演

芸術について取材していくなかで、多種多様のパフォーマン

スが、新たな時代に向けて試行錯誤し、ここ（現在）から「伝承」

の世界へとつながることにも見えてきました。

　それは芸団協CPRAがやるべき著作隣接権の徴収分配業務

遂行と実演芸術推進の表裏一体そのものであると思います。

　広報誌「SANZUI」は実演芸術全般を俯瞰し、日本の文化

芸術に対する幅広い情報を今後も国内外に発信していこうと

思っております。

　どうぞ、今後も芸団協CPRAにご支援ご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げます。　　　    （発行人・編集人　松武秀樹）

編集後記

発行：公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会
　　  実演家著作隣接権センター（芸団協CPRA）
発行日：2014年9月1日
発行人・編集人：松武秀樹
 （芸団協常務理事・芸団協CPRA法制広報委員会副委員長）
編集顧問：大笹吉雄（演劇評論家）
編集：芸団協CPRA法制広報委員会SANZUI編集プロジェクトチーム
　　  鈴木明文（音事協）、上野博（音制連）、古尾谷香代子（PRE）
　　  井上滋、榧野睦子、大井優子、小泉美樹、川崎佑（芸団協CPRA）
アートディレクター：新村則人
デザイナー：庭野広祐（新村デザイン事務所）
コピーライター：二藤正和
協力：株式会社サンライズスタジオ、株式会社ヤマハミュージックジャパン、
　　  芸能花伝舎、東京オペラシティ、東京芸術劇場、
　　  日本工学院専門学校、vatios

芸団協・実演家著作隣接権センター（CPRA）とは

CPRAは実演家の権利処理業務を適正に行うための専門機関と

して、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会（芸団協）と関係

団体の協力により1993年に発足しました。レコードやCDを放送

で使ったり、レンタルしたり、テレビ番組をDVD化するとき等の権

利処理と使用料等の徴収を行い、委任権利者に分配しています。

それに留まらず、広く実演芸術の円滑な流通と権利の擁護を目

的として幅広い活動を展開しています。詳しくはホームページを

ご覧下さい。　http://www.cpra.jp

クプラ

クプラ

たま

B

A

WEBサイト: http://www.cpra.jp/sanzui

Facebook: https://www.facebook.com/sanzui.news

Twitter: @SANZUI_info
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し
て
、さ
ら
に

女
性
ら
し
く
あ
っ
て
ほ
し
い
と
か
、
そ
う
い

う
こ
と
が
当
た
り
前
だ
よ
ね
っ
て
、
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
気
が
す
る
ん
で
す
。

大
変
だ
な
ぁ
っ
て
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

男
性
と
対
等
に
頑
張
れ
る
、
仕
事
に
お
い
て

は
い
い
時
代
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。
私
の

場
合
は
、
ず
っ
と
仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い

反
面
、
仕
事
と
私
生
活
の
境
目
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
、
女
性
の
し
あ
わ
せ
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
35
歳
。
先
輩
た
ち
か
ら
は
、
30
代

は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
け
ど
楽
に
な
る
よ

と
聞
い
て
い
て
。
た
し
か
に
、
20
代
で
経
験

し
て
き
た
こ
と
を
活
か
せ
る
年
齢
で
は
あ
り

ま
す
ね
。
す
べ
て
自
由
に
と
は
い
か
な
い
け

れ
ど
、
や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に
見
え
て
き

て
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
や
り
た
い
こ
と
と
い
う
の

は
、
大
き
な
目
標
で
は
な
く
小
さ
な
こ
と
。

お
芝
居
に
お
い
て
の
、
こ
う
演
じ
た
い
と
い

う
も
の
で
す
け
れ
ど
、
30
代
40
代
で
た
く
さ

ん
自
分
の
な
か
に
経
験
を
貯
え
て
、
60
代
70

代
に
な
っ
た
と
き
に
、
役
に
入
る
と
か
役
を

つ
く
る
と
か
で
は
な
く
、
撮
影
現
場
に
た
だ

居
る
だ
け
で
、
呼
吸
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ

の
役
と
し
て
の
存
在
感
を
出
せ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
自
然
体
で
演
じ
ら
れ
る
女
優
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

る
の
は
わ
か
っ
て
は
い
る
ん
で
す
が
、
具
体

的
な
と
こ
ろ
ま
で
は
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
。
主
役
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
み
ん
な
が

ず
っ
と
主
役
の
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
い
か

に
よ
く
見
え
る
か
、
い
か
に
役
が
生
き
る
か

を
突
き
詰
め
て
く
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
姿

を
見
る
と
、
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
ん
だ
ろ

う
っ
て
思
い
ま
す
し
、
私
も
精
い
っ
ぱ
い
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
っ
て
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

先
輩
か
ら
得
た
も
の
を

受
け
止
め
て
、そ
し
て
後
輩
へ

│
│
役
柄
的
に
も
蓮
子
は
花
子
の
先
輩
で
よ

き
友
。
花
子
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な

蓮
子
が
登
場
す
る
と
、
場
が
引
き
締
ま
る
よ

う
な
存
在
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

頭
が
大
き
い
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
（
笑
）。
蓮
子
の
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
は
地
毛
で
結
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
あ
の
格
好
で
あ
の
頭
で
現
場
に

入
る
と
、
何
だ
か
楽
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
。
蓮
子
風
に
「
何
か
し
ら
？
」「
ご
き
げ

ん
よ
う
」
っ
て
言
い
な
が
ら
み
ん
な
と
話
し

を
す
る
の
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
。
そ
れ
に

し
て
も
、あ
の
格
好
は
迫
力
あ
り
ま
す
よ
ね
。

誰
も
寄
せ
付
け
な
い
迫
力
（
笑
）。
吉
田
剛

太
郎
さ
ん
が
蓮
子
の
嫁
ぎ
先
の
旦
那
さ
ん
役

な
ん
で
す
け
ど
、
吉
田
さ
ん
と
言
え
ば
（
舞

台
の
）
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
リ
ア
王
、
私
に

と
っ
て
は
迫
力
の
あ
る
大
先
輩
で
す
。
そ
ん

な
吉
田
さ
ん
が
相
手
で
も
、
あ
の
ヘ
ア
ス
タ

イ
ル
な
ら
私
も
隣
に
立
て
る
か
も
し
れ
な

い
！　
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す（
笑
）。

　

若
い
俳
優
さ
ん
と
の
お
芝
居
か
ら
も
刺
激

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
吉
田
さ
ん
の
よ
う

に
深
み
の
あ
る
お
芝
居
を
さ
れ
る
先
輩
と
ご

一
緒
す
る
の
は
本
当
に
楽
し
く
て
、
も
の
す

ご
く
気
持
ち
を
引
き
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
吉
田
さ
ん
が
出
演
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
マ

や
舞
台
を
一
観
客
と
し
て
見
て
い
る
と
き
よ

り
も
、
共
演
者
と
し
て
目
の
前
と
い
う
特
等

席
で
大
先
輩
の
生
の
演
技
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
吉
田
さ
ん
の
気
持
ち
の
揺
れ
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ

れ
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
し
、
役
者
と
し
て

と
思
っ
た
こ
と
は
と
こ
と
ん
の
め
り
込
む
タ

イ
プ
。
そ
れ
が
私
ら
し
さ
な
の
か
な
と
。

経
験
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
の

余
裕
と
こ
れ
か
ら
の
目
標

　

当
然
、
自
分
の
な
か
に
な
い
も
の
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
す
し
、
悩
み
ま
す
。
最
近
で
言
う

と『
森
光
子
を
生
き
た
女
』と
い
う
ス
ペ
シ
ャ

ル
ド
ラ
マ
で
森
光
子
さ
ん
を
演
じ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
は
実
際
の
森
光

子
さ
ん
を
演
じ
る
の
で
は
な
く
、
台
本
の
な

か
の
森
光
子
さ
ん
を
演
じ
よ
う
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
と
は
言
っ
て
も
、
台
本
の
な
か
の

森
光
子
さ
ん
も
と
て
も
強
い
女
性
。
戦
後
の

日
本
と
い
う
時
代
で
、
ど
う
し
て
も
芝
居
を

や
り
た
い
、
主
演
を
や
り
た
い
、
仕
事
を
や

り
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
持
っ
て
、
前
へ

前
へ
と
生
き
て
い
た
方
。
さ
っ
き
も
言
っ
た

よ
う
に
、
私
に
は
ガ
ツ
ガ
ツ
感
や
ギ
ラ
ギ
ラ

感
が
そ
な
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
な
か
な
か

感
覚
が
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、
監
督
は
つ
ね

に
そ
れ
を
求
め
て
く
る
。
私
の
平
常
心
よ
り

も
ず
っ
と
ず
っ
と
高
い
テ
ン
シ
ョ
ン
で
生
き

て
い
る
方
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
森
光
子
さ

ん
と
い
う
方
は
。

　

そ
う
い
う
役
を
演
じ
る
の
は
と
て
も
大
変

で
し
た
が
、
作
品
が
完
成
し
た
あ
と
に
た
く

さ
ん
評
価
を
い
た
だ
け
た
ん
で
す
。
そ
の
と

き
、
あ
き
ら
め
ず
に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま

で
頑
張
る
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
を
超
え
ら

れ
る
よ
う
に
そ
の
先
を
目
指
す
、
そ
う
や
っ

て
い
く
と
新
し
い
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
現
場
は
本
当

に
大
変
で
。「
わ
か
っ
て
ま
す
よ
っ
！
」
っ

て
声
を
は
り
あ
げ
て
監
督
と
ケ
ン
カ
す
る
よ

う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
は
「
必
ず

で
き
る
」
と
私
を
信
じ
て
く
れ
た
監
督
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

│
│
そ
う
い
う
現
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ド
キ

ド
キ
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
高
揚

感
を
感
じ
る
瞬
間
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
ね
、
お
芝
居
を
し
て
い
る
と
い

ろ
ん
な
ド
キ
ド
キ
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
い
ま

や
っ
て
い
る
朝
ド
ラ
『
花
子
と
ア
ン
』
で
い

自
分
と
か
け
離
れ
た
役
が

演
技
の
幅
を
広
げ
る

　

そ
の
美
し
さ
に
ド
キ
ド
キ
す
る
。
現
在
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
花
子
と
ア
ン
』

で
、
ヒ
ロ
イ
ン
花
子
の
よ
き
友
・
蓮
子
を
演

じ
、
美
し
さ
と
存
在
感
あ
る
演
技
で
私
た
ち

を
釘
付
け
に
す
る
、
女
優
の
仲
間
由
紀
恵
さ

ん
。
彼
女
の
内
側
に
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
情

熱
、
ド
キ
ド
キ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

│
│
代
表
作
に
し
て
ヒ
ッ
ト
作
で
あ
る
『
Ｔ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
』
や
『
ご
く
せ
ん
』
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
蓮
子
の
よ
う
な

役
は
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
う
な
ん
で
す
。
で
も
、
イ
メ
ー
ジ
が
付

い
て
い
る
か
ら
こ
そ
次
の
作
品
で
「
全
然
違

う
ね
」
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
っ

て
。
そ
ん
な
周
り
の
反
応
が
楽
し
く
も
あ
り

ま
す
。
私
自
身
も
、
こ
の
前
は
こ
う
い
う
感

じ
だ
っ
た
か
ら
今
回
は
こ
う
い
う
感
じ
で

や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
よ
う
に
自
分
の
目

標
と
い
う
か
、
役
を
突
き
詰
め
て
い
く
う
え

で
の
手
助
け
、
道
し
る
べ
に
も
な
っ
て
い
ま

す
ね
。
で
す
が
、
自
分
に
ま
っ
た
く
な
い
も

の
を
演
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
は
戸
惑

う
こ
と
も
。
そ
れ
を
ど
う
理
解
し
て
乗
り
越

え
る
か
が
挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
『
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
』
の
奈
緒
子
の
よ
う
に
、
転
ん
で
み
ん

な
に
笑
わ
れ
る
お
芝
居
。
当
時
ま
だ
二
十
歳

そ
こ
そ
こ
で
駆
け
出
し
だ
っ
た
の
で
、
ど
う

演
じ
て
い
い
の
か
、
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な

も
が
い
て
い
る
感
じ
も
、
い
ま
思
え
ば
よ

か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
何
と
か
し
て
自

分
の
な
か
で
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け

て
、
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
気
持
ち
の
う

え
で
の
突
破
口
を
見
つ
け
る
、
そ
れ
が
大
変

で
し
た
。
後
に
な
っ
て
み
て
わ
か
る
こ
と
な

ん
で
す
が
、
自
分
に
と
っ
て
ち
ょ
っ
と
大
変

だ
っ
た
な
、
と
思
っ
た
現
場
の
方
が
、
後
か

ら
す
ご
く
評
価
さ
れ
た
り
、
い
い
言
葉
を
か

け
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
気
が
す
る
ん
で

す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
最
近
は
あ

ら
た
め
て
役
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
自
分
じ
ゃ
な
い
者
を
演
じ
る
か
ら
こ

そ
の
楽
し
さ
を
。
自
分
じ
ゃ
な
い
か
ら
こ
そ

思
い
切
れ
る
ん
で
す
。

│
│
い
ま
ま
で
演
じ
て
き
た
役
の
な
か
で
自

分
と
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
た
役
、
思
い
切

れ
た
役
は
ど
の
役
で
す
か
？

　

世
界
観
を
含
め
て
、
や
っ
ぱ
り
『
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
』
の
奈
緒
子
で
す
ね
。
今
年
『
ト
リ
ッ

ク
劇
場
版 

ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
』
が
公
開
に

な
り
ま
し
た
け
ど
、
14
年
演
じ
続
け
て
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
、
謎
が
多
す
ぎ
る
ん

で
す
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ（
笑
）。
撮
影
現
場
に

い
る
と
き
も
、
謎
を
解
い
て
は
い
け
な
い
と

い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
あ
っ

た
ほ
ど
。
で
も
、
そ
う
い
う
現
場
だ
か
ら
こ

そ
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
。
全
部

を
完
璧
に
わ
か
ら
な
く
て
も
い
い
、
そ
ん
な

作
品
や
現
場
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
、
ひ

と
つ
の
受
け
取
り
方
で
す
ね
。

│
│
た
し
か
に
、
面
白
い
だ
け
で
は
な
い
、

想
像
力
を
鍛
え
て
く
れ
る
シ
リ
ー
ズ
で
し
た

（
笑
）。14
年
、奈
緒
子
を
演
じ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
奈
緒
子
の
要
素
が
仲
間
さ
ん
に
浸
透
し

た
り
し
て
い
ま
す
か
？

　

も
し
か
し
た
ら
、
知
ら
な
い
あ
い
だ
に
奈

緒
子
の
あ
の
ヘ
ン
テ
コ
な
要
素
が
自
分
に
植

え
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
（
笑
）。
あ
の
役
か
ら
学
ん
だ
の
は
、
コ

ミ
カ
ル
な
芝
居
を
す
る
と
き
は
笑
わ
せ
よ
う

と
思
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
気
負
わ
な
い
と
い

う
こ
と
。
お
芝
居
の
と
き
も
、
今
日
の
よ
う

な
写
真
撮
影
の
と
き
も
、
気
負
わ
な
い
よ
う

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
撮

影
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
ま
朝
ド
ラ
の
『
花
子

と
ア
ン
』
の
撮
影
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

蓮
子
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
蓮
子
を
演
じ

て
い
な
い
と
き
の
私
、
現
場
に
い
る
と
き
の

素
の
自
分
に
近
い
感
じ
で
す
。

　

自
分
が
年
齢
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
、
二
十
代
の
若
手
の
役
者
さ
ん
た

ち
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ

て
、『
花
子
と
ア
ン
』の
現
場
で「
先
輩
！
」「
仲

間
さ
ん
！
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
う
と
、
あ
、

そ
う
い
う
立
ち
位
置
に
な
っ
た
ん
だ
な
っ

て
。
な
の
で
、
気
負
わ
ず
に
、
で
も
先
輩
ら

し
く
、年
上
の
人
ら
し
く
そ
こ
に
居
た
い
し
、

お
芝
居
に
関
し
て
も
引
っ
ぱ
っ
て
い
っ
て
あ

げ
た
い
。
彼
ら
の
頑
張
り
を
〝
見
る
〞
と
い

仲
間
由
紀
恵

N
akam

a Yukie

最
近
は
、あ
ら
た
め
て
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く
り
の

楽
し
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感
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ま
す
。

自
分
じ
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な
い
者
を
演
じ
る
か
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こ
そ

思
い
切
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る
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で
す
。
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か
は
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
続
け
る
と
い
う

こ
と
を
含
め
て
、
何
か
精
神
的
な
面
で
活
か

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
舞
踊
＝
優
美
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

か
ら
な
の
か
、
お
話
を
伺
っ
て
い
て
も
そ
う

い
っ
た
も
の
を
仲
間
さ
ん
か
ら
感
じ
ま
す
。

つ
ね
に
そ
ん
な
に
穏
や
か
な
ん
で
す
か
？

　

昔
か
ら
な
ん
で
す
け
ど
、
ラ
イ
バ
ル
心
が

な
い
ん
で
す
よ
ね
。
誰
か
が
こ
う
な
っ
た
か

ら
私
も
こ
う
な
り
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
競

争
心
が
な
い
。
だ
か
ら
、
若
い
頃
は
「
君
は

仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た（
苦
笑
）。で
も
、

自
分
が
「
こ
う
し
た
い
！
」「
好
き
だ
！
」

く
楽
し
い
で
す
。
特
に
今
回
は
吉
高
（
由
里

子
）
ち
ゃ
ん
が
主
演
と
し
て
花
子
を
頑
張
っ

て
演
じ
て
い
る
。
彼
女
を
見
な
が
ら
、
あ
あ
、

主
演
の
人
は
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
の
手
厚
い

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る
の
か
と
、
み
ん
な

が
主
演
に
愛
情
を
注
い
で
い
る
感
じ
が
見
え

て
、
私
自
身
も
彼
女
を
支
え
た
い
と
思
う
ん

で
す
。
自
分
が
主
演
の
と
き
も
同
じ
よ
う
に

み
な
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

う
意
識
を
持
っ
て
現
場
に
い
た
い
ん
で
す
。

な
ん
だ
か
、お
母
さ
ん
み
た
い
で
す
ね（
笑
）。

│
│
ご
自
身
の
な
か
で
の
そ
う
い
う
変
化
を

感
じ
た
の
は
最
近
で
す
か
？

　

こ
の
朝
ド
ラ
で
す
ね
。『
ご
く
せ
ん
』
は

教
師
役
だ
っ
た
の
で
生
徒
役
の
若
い
俳
優
さ

ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
作
品

以
外
で
、
こ
ん
な
に
も
若
い
役
者
さ
ん
の
い

る
現
場
は
な
か
な
か
な
か
っ
た
の
で
、
す
ご

│
│
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
時
間
で
す

ね
。
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
る
以
前
か
ら
芸
能
界
に

興
味
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
と

も
、
ほ
か
に
夢
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

芸
能
界
の
華
や
か
な
世
界
へ
の
憧
れ
は
ご

く
ふ
つ
う
に
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
憧

れ
を
持
ち
つ
つ
も
、
私
、
幼
稚
園
の
頃
か
ら

10
年
ぐ
ら
い
、
ず
っ
と
琉
球
舞
踊
を
や
っ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
師
範
に
な
る
た
め
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
た
り
し
て
い
た
の
で
、
き
っ
と

こ
の
ま
ま
踊
り
の
先
生
に
な
る
ん
だ
ろ
う

な
っ
て
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
し
た
。
踊
り

は
好
き
で
し
た
か
ら
。
そ
の
琉
球
舞
踊
が
い

ま
の
女
優
の
仕
事
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る

き
に
は
お
芝
居
に
面
白
さ
を
感
じ
て
、
ず
っ

と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
気
が
し

ま
す
。大
学
は
い
つ
で
も
行
け
る
け
ど
、こ
の

仕
事
は
い
ま
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
だ
っ
て
、
変

な
割
り
切
り
方
で
す
よ
ね
（
笑
）。
た
だ
、
劇

団
に
入
っ
て
い
た
わ
け
で
も
お
芝
居
の
レ
ッ

ス
ン
を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

が
っ
つ
り
芝
居
を
突
き
詰
め
て
き
た
方
と
比

べ
た
ら
勉
強
不
足
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
、
現
場
で
し
か
吸
収
で
き
な
い
こ
と

も
必
ず
あ
る
は
ず
で
。
多
く
の
役
者
さ
ん
と

向
き
合
っ
て
、
お
芝
居
を
し
て
、
そ
う
や
っ

て
積
ま
せ
て
も
ら
っ
た
経
験
と
そ
の
時
間

は
、私
に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

も
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
先
輩
か
ら
得
た
も
の
を
今
度
は

自
分
自
身
が
後
輩
に
、
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
い
ま
ま
で
に

な
い
新
し
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
ね
。

│
│
確
実
に
前
進
し
て
女
優
の
道
を
開
拓
し

て
い
る
と
い
う
証
で
す
ね
。
そ
の
道
を
歩
く

こ
と
に
な
っ
た
、
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
も

伺
い
た
い
の
で
す
。
な
ぜ
、
女
優
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

沖
縄
で
育
っ
て
、
ス
カ
ウ
ト
に
近
い
形
で

こ
の
世
界
に
入
っ
た
ん
で
す
が
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
お
芝
居
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
経

験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
高
校
を
卒
業
す
る
と
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ラ
イ
バ
ル
心
や
競
争
心
は
な
い
け
れ
ど
、

自
分
が「
好
き
だ
！
」と
思
っ
た
こ
と
は

と
こ
と
ん
の
め
り
込
む
の
が
私
ら
し
さ
。

う
と
、
た
と
え
ば
、
吉
田
さ
ん
と
の
シ
ー
ン

で
、
お
互
い
に
気
持
ち
が
激
し
く
揺
れ
動
く

シ
ー
ン
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
い
く
お
芝
居

は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
ド
キ
ド
キ
す
る
し
、
心

配
も
緊
張
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
感
覚
は
た
ま

ら
な
く
楽
し
い
瞬
間
で
す
ね
。

│
│
そ
ん
な
仲
間
さ
ん
の
演
じ
る
蓮
子
を
通

じ
て
、
女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て
も
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

考
え
ま
す
よ
ね
。
思
う
の
は
、
い
ま
の
時

代
の
女
性
は
働
い
て
、家
事
も
し
て
、さ
ら
に

女
性
ら
し
く
あ
っ
て
ほ
し
い
と
か
、
そ
う
い

う
こ
と
が
当
た
り
前
だ
よ
ね
っ
て
、
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
気
が
す
る
ん
で
す
。

大
変
だ
な
ぁ
っ
て
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

男
性
と
対
等
に
頑
張
れ
る
、
仕
事
に
お
い
て

は
い
い
時
代
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。
私
の

場
合
は
、
ず
っ
と
仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い

反
面
、
仕
事
と
私
生
活
の
境
目
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
、
女
性
の
し
あ
わ
せ
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
35
歳
。
先
輩
た
ち
か
ら
は
、
30
代

は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
け
ど
楽
に
な
る
よ

と
聞
い
て
い
て
。
た
し
か
に
、
20
代
で
経
験

し
て
き
た
こ
と
を
活
か
せ
る
年
齢
で
は
あ
り

ま
す
ね
。
す
べ
て
自
由
に
と
は
い
か
な
い
け

れ
ど
、
や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に
見
え
て
き

て
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
や
り
た
い
こ
と
と
い
う
の

は
、
大
き
な
目
標
で
は
な
く
小
さ
な
こ
と
。

お
芝
居
に
お
い
て
の
、
こ
う
演
じ
た
い
と
い

う
も
の
で
す
け
れ
ど
、
30
代
40
代
で
た
く
さ

ん
自
分
の
な
か
に
経
験
を
貯
え
て
、
60
代
70

代
に
な
っ
た
と
き
に
、
役
に
入
る
と
か
役
を

つ
く
る
と
か
で
は
な
く
、
撮
影
現
場
に
た
だ

居
る
だ
け
で
、
呼
吸
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ

の
役
と
し
て
の
存
在
感
を
出
せ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
自
然
体
で
演
じ
ら
れ
る
女
優
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

る
の
は
わ
か
っ
て
は
い
る
ん
で
す
が
、
具
体

的
な
と
こ
ろ
ま
で
は
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
。
主
役
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
み
ん
な
が

ず
っ
と
主
役
の
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
い
か

に
よ
く
見
え
る
か
、
い
か
に
役
が
生
き
る
か

を
突
き
詰
め
て
く
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
姿

を
見
る
と
、
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
ん
だ
ろ

う
っ
て
思
い
ま
す
し
、
私
も
精
い
っ
ぱ
い
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
っ
て
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

先
輩
か
ら
得
た
も
の
を

受
け
止
め
て
、そ
し
て
後
輩
へ

│
│
役
柄
的
に
も
蓮
子
は
花
子
の
先
輩
で
よ

き
友
。
花
子
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な

蓮
子
が
登
場
す
る
と
、
場
が
引
き
締
ま
る
よ

う
な
存
在
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

頭
が
大
き
い
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
（
笑
）。
蓮
子
の
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
は
地
毛
で
結
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
あ
の
格
好
で
あ
の
頭
で
現
場
に

入
る
と
、
何
だ
か
楽
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
。
蓮
子
風
に
「
何
か
し
ら
？
」「
ご
き
げ

ん
よ
う
」
っ
て
言
い
な
が
ら
み
ん
な
と
話
し

を
す
る
の
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
。
そ
れ
に

し
て
も
、あ
の
格
好
は
迫
力
あ
り
ま
す
よ
ね
。

誰
も
寄
せ
付
け
な
い
迫
力
（
笑
）。
吉
田
鋼

太
郎
さ
ん
が
蓮
子
の
嫁
ぎ
先
の
旦
那
さ
ん
役

な
ん
で
す
け
ど
、
吉
田
さ
ん
と
言
え
ば
（
舞

台
の
）
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
リ
ア
王
、
私
に

と
っ
て
は
迫
力
の
あ
る
大
先
輩
で
す
。
そ
ん

な
吉
田
さ
ん
が
相
手
で
も
、
あ
の
ヘ
ア
ス
タ

イ
ル
な
ら
私
も
隣
に
立
て
る
か
も
し
れ
な

い
！　
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す（
笑
）。

　

若
い
俳
優
さ
ん
と
の
お
芝
居
か
ら
も
刺
激

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
吉
田
さ
ん
の
よ
う

に
深
み
の
あ
る
お
芝
居
を
さ
れ
る
先
輩
と
ご

一
緒
す
る
の
は
本
当
に
楽
し
く
て
、
も
の
す

ご
く
気
持
ち
を
引
き
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
吉
田
さ
ん
が
出
演
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
マ

や
舞
台
を
一
観
客
と
し
て
見
て
い
る
と
き
よ

り
も
、
共
演
者
と
し
て
目
の
前
と
い
う
特
等

席
で
大
先
輩
の
生
の
演
技
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
吉
田
さ
ん
の
気
持
ち
の
揺
れ
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ

れ
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
し
、
役
者
と
し
て

と
思
っ
た
こ
と
は
と
こ
と
ん
の
め
り
込
む
タ

イ
プ
。
そ
れ
が
私
ら
し
さ
な
の
か
な
と
。

経
験
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
の

余
裕
と
こ
れ
か
ら
の
目
標

　

当
然
、
自
分
の
な
か
に
な
い
も
の
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
す
し
、
悩
み
ま
す
。
最
近
で
言
う

と『
森
光
子
を
生
き
た
女
』と
い
う
ス
ペ
シ
ャ

ル
ド
ラ
マ
で
森
光
子
さ
ん
を
演
じ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
は
実
際
の
森
光

子
さ
ん
を
演
じ
る
の
で
は
な
く
、
台
本
の
な

か
の
森
光
子
さ
ん
を
演
じ
よ
う
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
と
は
言
っ
て
も
、
台
本
の
な
か
の

森
光
子
さ
ん
も
と
て
も
強
い
女
性
。
戦
後
の

日
本
と
い
う
時
代
で
、
ど
う
し
て
も
芝
居
を

や
り
た
い
、
主
演
を
や
り
た
い
、
仕
事
を
や

り
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
持
っ
て
、
前
へ

前
へ
と
生
き
て
い
た
方
。
さ
っ
き
も
言
っ
た

よ
う
に
、
私
に
は
ガ
ツ
ガ
ツ
感
や
ギ
ラ
ギ
ラ

感
が
そ
な
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
な
か
な
か

感
覚
が
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、
監
督
は
つ
ね

に
そ
れ
を
求
め
て
く
る
。
私
の
平
常
心
よ
り

も
ず
っ
と
ず
っ
と
高
い
テ
ン
シ
ョ
ン
で
生
き

て
い
る
方
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
森
光
子
さ

ん
と
い
う
方
は
。

　

そ
う
い
う
役
を
演
じ
る
の
は
と
て
も
大
変

で
し
た
が
、
作
品
が
完
成
し
た
あ
と
に
た
く

さ
ん
評
価
を
い
た
だ
け
た
ん
で
す
。
そ
の
と

き
、
あ
き
ら
め
ず
に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま

で
頑
張
る
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
を
超
え
ら

れ
る
よ
う
に
そ
の
先
を
目
指
す
、
そ
う
や
っ

て
い
く
と
新
し
い
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
現
場
は
本
当

に
大
変
で
。「
わ
か
っ
て
ま
す
よ
っ
！
」
っ

て
声
を
は
り
あ
げ
て
監
督
と
ケ
ン
カ
す
る
よ

う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
は
「
必
ず

で
き
る
」
と
私
を
信
じ
て
く
れ
た
監
督
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

│
│
そ
う
い
う
現
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ド
キ

ド
キ
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
高
揚

感
を
感
じ
る
瞬
間
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
ね
、
お
芝
居
を
し
て
い
る
と
い

ろ
ん
な
ド
キ
ド
キ
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
い
ま

や
っ
て
い
る
朝
ド
ラ
『
花
子
と
ア
ン
』
で
い

自
分
と
か
け
離
れ
た
役
が

演
技
の
幅
を
広
げ
る

　

そ
の
美
し
さ
に
ド
キ
ド
キ
す
る
。
現
在
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
花
子
と
ア
ン
』

で
、
ヒ
ロ
イ
ン
花
子
の
よ
き
友
・
蓮
子
を
演

じ
、
美
し
さ
と
存
在
感
あ
る
演
技
で
私
た
ち

を
釘
付
け
に
す
る
、
女
優
の
仲
間
由
紀
恵
さ

ん
。
彼
女
の
内
側
に
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
情

熱
、
ド
キ
ド
キ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

│
│
代
表
作
に
し
て
ヒ
ッ
ト
作
で
あ
る
『
Ｔ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
』
や
『
ご
く
せ
ん
』
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
蓮
子
の
よ
う
な

役
は
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
う
な
ん
で
す
。
で
も
、
イ
メ
ー
ジ
が
付

い
て
い
る
か
ら
こ
そ
次
の
作
品
で
「
全
然
違

う
ね
」
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
っ

て
。
そ
ん
な
周
り
の
反
応
が
楽
し
く
も
あ
り

ま
す
。
私
自
身
も
、
こ
の
前
は
こ
う
い
う
感

じ
だ
っ
た
か
ら
今
回
は
こ
う
い
う
感
じ
で

や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
よ
う
に
自
分
の
目

標
と
い
う
か
、
役
を
突
き
詰
め
て
い
く
う
え

で
の
手
助
け
、
道
し
る
べ
に
も
な
っ
て
い
ま

す
ね
。
で
す
が
、
自
分
に
ま
っ
た
く
な
い
も

の
を
演
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
は
戸
惑

う
こ
と
も
。
そ
れ
を
ど
う
理
解
し
て
乗
り
越

え
る
か
が
挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
『
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
』
の
奈
緒
子
の
よ
う
に
、
転
ん
で
み
ん

な
に
笑
わ
れ
る
お
芝
居
。
当
時
ま
だ
二
十
歳

そ
こ
そ
こ
で
駆
け
出
し
だ
っ
た
の
で
、
ど
う

演
じ
て
い
い
の
か
、
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な

も
が
い
て
い
る
感
じ
も
、
い
ま
思
え
ば
よ

か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
何
と
か
し
て
自

分
の
な
か
で
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け

て
、
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
気
持
ち
の
う

え
で
の
突
破
口
を
見
つ
け
る
、
そ
れ
が
大
変

で
し
た
。
後
に
な
っ
て
み
て
わ
か
る
こ
と
な

ん
で
す
が
、
自
分
に
と
っ
て
ち
ょ
っ
と
大
変

だ
っ
た
な
、
と
思
っ
た
現
場
の
方
が
、
後
か

ら
す
ご
く
評
価
さ
れ
た
り
、
い
い
言
葉
を
か

け
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
気
が
す
る
ん
で

す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
最
近
は
あ

ら
た
め
て
役
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
自
分
じ
ゃ
な
い
者
を
演
じ
る
か
ら
こ

そ
の
楽
し
さ
を
。
自
分
じ
ゃ
な
い
か
ら
こ
そ

思
い
切
れ
る
ん
で
す
。

│
│
い
ま
ま
で
演
じ
て
き
た
役
の
な
か
で
自

分
と
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
た
役
、
思
い
切

れ
た
役
は
ど
の
役
で
す
か
？

　

世
界
観
を
含
め
て
、
や
っ
ぱ
り
『
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
』
の
奈
緒
子
で
す
ね
。
今
年
『
ト
リ
ッ

ク
劇
場
版 

ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
』
が
公
開
に

な
り
ま
し
た
け
ど
、
14
年
演
じ
続
け
て
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
、
謎
が
多
す
ぎ
る
ん

で
す
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ（
笑
）。
撮
影
現
場
に

い
る
と
き
も
、
謎
を
解
い
て
は
い
け
な
い
と

い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
あ
っ

た
ほ
ど
。
で
も
、
そ
う
い
う
現
場
だ
か
ら
こ

そ
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
。
全
部

を
完
璧
に
わ
か
ら
な
く
て
も
い
い
、
そ
ん
な

作
品
や
現
場
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
、
ひ

と
つ
の
受
け
取
り
方
で
す
ね
。

│
│
た
し
か
に
、
面
白
い
だ
け
で
は
な
い
、

想
像
力
を
鍛
え
て
く
れ
る
シ
リ
ー
ズ
で
し
た

（
笑
）。14
年
、奈
緒
子
を
演
じ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
奈
緒
子
の
要
素
が
仲
間
さ
ん
に
浸
透
し

た
り
し
て
い
ま
す
か
？

　

も
し
か
し
た
ら
、
知
ら
な
い
あ
い
だ
に
奈

緒
子
の
あ
の
ヘ
ン
テ
コ
な
要
素
が
自
分
に
植

え
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
（
笑
）。
あ
の
役
か
ら
学
ん
だ
の
は
、
コ

ミ
カ
ル
な
芝
居
を
す
る
と
き
は
笑
わ
せ
よ
う

と
思
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
気
負
わ
な
い
と
い

う
こ
と
。
お
芝
居
の
と
き
も
、
今
日
の
よ
う

な
写
真
撮
影
の
と
き
も
、
気
負
わ
な
い
よ
う

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
撮

影
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
ま
朝
ド
ラ
の
『
花
子

と
ア
ン
』
の
撮
影
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

蓮
子
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
蓮
子
を
演
じ

て
い
な
い
と
き
の
私
、
現
場
に
い
る
と
き
の

素
の
自
分
に
近
い
感
じ
で
す
。

　

自
分
が
年
齢
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
、
二
十
代
の
若
手
の
役
者
さ
ん
た

ち
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ

て
、『
花
子
と
ア
ン
』の
現
場
で「
先
輩
！
」「
仲

間
さ
ん
！
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
う
と
、
あ
、

そ
う
い
う
立
ち
位
置
に
な
っ
た
ん
だ
な
っ

て
。
な
の
で
、
気
負
わ
ず
に
、
で
も
先
輩
ら

し
く
、年
上
の
人
ら
し
く
そ
こ
に
居
た
い
し
、

お
芝
居
に
関
し
て
も
引
っ
ぱ
っ
て
い
っ
て
あ

げ
た
い
。
彼
ら
の
頑
張
り
を
〝
見
る
〞
と
い

か
は
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
続
け
る
と
い
う

こ
と
を
含
め
て
、
何
か
精
神
的
な
面
で
活
か

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
舞
踊
＝
優
美
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

か
ら
な
の
か
、
お
話
を
伺
っ
て
い
て
も
そ
う

い
っ
た
も
の
を
仲
間
さ
ん
か
ら
感
じ
ま
す
。

つ
ね
に
そ
ん
な
に
穏
や
か
な
ん
で
す
か
？

　

昔
か
ら
な
ん
で
す
け
ど
、
ラ
イ
バ
ル
心
が

な
い
ん
で
す
よ
ね
。
誰
か
が
こ
う
な
っ
た
か

ら
私
も
こ
う
な
り
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
競

争
心
が
な
い
。
だ
か
ら
、
若
い
頃
は
「
君
は

仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た（
苦
笑
）。で
も
、

自
分
が
「
こ
う
し
た
い
！
」「
好
き
だ
！
」

く
楽
し
い
で
す
。
特
に
今
回
は
吉
高
（
由
里

子
）
ち
ゃ
ん
が
主
演
と
し
て
花
子
を
頑
張
っ

て
演
じ
て
い
る
。
彼
女
を
見
な
が
ら
、
あ
あ
、

主
演
の
人
は
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
の
手
厚
い

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る
の
か
と
、
み
ん
な

が
主
演
に
愛
情
を
注
い
で
い
る
感
じ
が
見
え

て
、
私
自
身
も
彼
女
を
支
え
た
い
と
思
う
ん

で
す
。
自
分
が
主
演
の
と
き
も
同
じ
よ
う
に

み
な
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

う
意
識
を
持
っ
て
現
場
に
い
た
い
ん
で
す
。

な
ん
だ
か
、お
母
さ
ん
み
た
い
で
す
ね（
笑
）。

│
│
ご
自
身
の
な
か
で
の
そ
う
い
う
変
化
を

感
じ
た
の
は
最
近
で
す
か
？

　

こ
の
朝
ド
ラ
で
す
ね
。『
ご
く
せ
ん
』
は

教
師
役
だ
っ
た
の
で
生
徒
役
の
若
い
俳
優
さ

ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
作
品

以
外
で
、
こ
ん
な
に
も
若
い
役
者
さ
ん
の
い

る
現
場
は
な
か
な
か
な
か
っ
た
の
で
、
す
ご

│
│
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
時
間
で
す

ね
。
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
る
以
前
か
ら
芸
能
界
に

興
味
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
と

も
、
ほ
か
に
夢
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

芸
能
界
の
華
や
か
な
世
界
へ
の
憧
れ
は
ご

く
ふ
つ
う
に
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
憧

れ
を
持
ち
つ
つ
も
、
私
、
幼
稚
園
の
頃
か
ら

10
年
ぐ
ら
い
、
ず
っ
と
琉
球
舞
踊
を
や
っ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
師
範
に
な
る
た
め
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
た
り
し
て
い
た
の
で
、
き
っ
と

こ
の
ま
ま
踊
り
の
先
生
に
な
る
ん
だ
ろ
う

な
っ
て
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
し
た
。
踊
り

は
好
き
で
し
た
か
ら
。
そ
の
琉
球
舞
踊
が
い

ま
の
女
優
の
仕
事
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る

き
に
は
お
芝
居
に
面
白
さ
を
感
じ
て
、
ず
っ

と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
気
が
し

ま
す
。大
学
は
い
つ
で
も
行
け
る
け
ど
、こ
の

仕
事
は
い
ま
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
だ
っ
て
、
変

な
割
り
切
り
方
で
す
よ
ね
（
笑
）。
た
だ
、
劇

団
に
入
っ
て
い
た
わ
け
で
も
お
芝
居
の
レ
ッ

ス
ン
を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

が
っ
つ
り
芝
居
を
突
き
詰
め
て
き
た
方
と
比

べ
た
ら
勉
強
不
足
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
、
現
場
で
し
か
吸
収
で
き
な
い
こ
と

も
必
ず
あ
る
は
ず
で
。
多
く
の
役
者
さ
ん
と

向
き
合
っ
て
、
お
芝
居
を
し
て
、
そ
う
や
っ

て
積
ま
せ
て
も
ら
っ
た
経
験
と
そ
の
時
間

は
、私
に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

も
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
先
輩
か
ら
得
た
も
の
を
今
度
は

自
分
自
身
が
後
輩
に
、
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
い
ま
ま
で
に

な
い
新
し
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
ね
。

│
│
確
実
に
前
進
し
て
女
優
の
道
を
開
拓
し

て
い
る
と
い
う
証
で
す
ね
。
そ
の
道
を
歩
く

こ
と
に
な
っ
た
、
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
も

伺
い
た
い
の
で
す
。
な
ぜ
、
女
優
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

沖
縄
で
育
っ
て
、
ス
カ
ウ
ト
に
近
い
形
で

こ
の
世
界
に
入
っ
た
ん
で
す
が
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
お
芝
居
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
経

験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
高
校
を
卒
業
す
る
と
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女
優
。
2
0
0
0
年
の
映
画
『
リ
ン
グ
０
〜
バ
ー
ス

デ
ィ
〜
』
に
主
演
し
、
同
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

『
T
R
I
C
K
』
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
人
気
女
優
と
し
て
注
目
を
浴

び
る
。
シ
リ
ー
ズ
は
14
年
続
き
、
2
0
1
4
年
公
開
の
『
ト
リ
ッ

ク
劇
場
版 

ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
』で
幕
を
閉
じ
た
。ほ
か
代
表
作
は
、

ド
ラ
マ『
ご
く
せ
ん
』や『
テ
ン
ペ
ス
ト
』シ
リ
ー
ズ
、N
H
K
大
河

ド
ラ
マ『
功
名
が
辻
』、映
画『
大
奥
』『
私
は
貝
に
な
り
た
い
』『
武

士
の
家
計
簿
』
な
ど
多
数
。
そ
の
他
、『
N
H
K
紅
白
歌
合
戦
』で

司
会
を
4
回
務
め
る
な
ど
、多
彩
な
分
野
で
活
躍
。

う
と
、
た
と
え
ば
、
吉
田
さ
ん
と
の
シ
ー
ン

で
、
お
互
い
に
気
持
ち
が
激
し
く
揺
れ
動
く

シ
ー
ン
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
い
く
お
芝
居

は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
ド
キ
ド
キ
す
る
し
、
心

配
も
緊
張
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
感
覚
は
た
ま

ら
な
く
楽
し
い
瞬
間
で
す
ね
。

│
│
そ
ん
な
仲
間
さ
ん
の
演
じ
る
蓮
子
を
通

じ
て
、
女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て
も
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

考
え
ま
す
よ
ね
。
思
う
の
は
、
い
ま
の
時

代
の
女
性
は
働
い
て
、家
事
も
し
て
、さ
ら
に

女
性
ら
し
く
あ
っ
て
ほ
し
い
と
か
、
そ
う
い

う
こ
と
が
当
た
り
前
だ
よ
ね
っ
て
、
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
気
が
す
る
ん
で
す
。

大
変
だ
な
ぁ
っ
て
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

男
性
と
対
等
に
頑
張
れ
る
、
仕
事
に
お
い
て

は
い
い
時
代
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。
私
の

場
合
は
、
ず
っ
と
仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い

反
面
、
仕
事
と
私
生
活
の
境
目
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
、
女
性
の
し
あ
わ
せ
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
35
歳
。
先
輩
た
ち
か
ら
は
、
30
代

は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
け
ど
楽
に
な
る
よ

と
聞
い
て
い
て
。
た
し
か
に
、
20
代
で
経
験

し
て
き
た
こ
と
を
活
か
せ
る
年
齢
で
は
あ
り

ま
す
ね
。
す
べ
て
自
由
に
と
は
い
か
な
い
け

れ
ど
、
や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に
見
え
て
き

て
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
や
り
た
い
こ
と
と
い
う
の

は
、
大
き
な
目
標
で
は
な
く
小
さ
な
こ
と
。

お
芝
居
に
お
い
て
の
、
こ
う
演
じ
た
い
と
い

う
も
の
で
す
け
れ
ど
、
30
代
40
代
で
た
く
さ

ん
自
分
の
な
か
に
経
験
を
貯
え
て
、
60
代
70

代
に
な
っ
た
と
き
に
、
役
に
入
る
と
か
役
を

つ
く
る
と
か
で
は
な
く
、
撮
影
現
場
に
た
だ

居
る
だ
け
で
、
呼
吸
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ

の
役
と
し
て
の
存
在
感
を
出
せ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
自
然
体
で
演
じ
ら
れ
る
女
優
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

る
の
は
わ
か
っ
て
は
い
る
ん
で
す
が
、
具
体

的
な
と
こ
ろ
ま
で
は
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
。
主
役
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
み
ん
な
が

ず
っ
と
主
役
の
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
い
か

に
よ
く
見
え
る
か
、
い
か
に
役
が
生
き
る
か

を
突
き
詰
め
て
く
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
姿

を
見
る
と
、
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
ん
だ
ろ

う
っ
て
思
い
ま
す
し
、
私
も
精
い
っ
ぱ
い
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
っ
て
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

先
輩
か
ら
得
た
も
の
を

受
け
止
め
て
、そ
し
て
後
輩
へ

│
│
役
柄
的
に
も
蓮
子
は
花
子
の
先
輩
で
よ

き
友
。
花
子
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な

蓮
子
が
登
場
す
る
と
、
場
が
引
き
締
ま
る
よ

う
な
存
在
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

頭
が
大
き
い
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
（
笑
）。
蓮
子
の
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
は
地
毛
で
結
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
あ
の
格
好
で
あ
の
頭
で
現
場
に

入
る
と
、
何
だ
か
楽
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
。
蓮
子
風
に
「
何
か
し
ら
？
」「
ご
き
げ

ん
よ
う
」
っ
て
言
い
な
が
ら
み
ん
な
と
話
し

を
す
る
の
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
。
そ
れ
に

し
て
も
、あ
の
格
好
は
迫
力
あ
り
ま
す
よ
ね
。

誰
も
寄
せ
付
け
な
い
迫
力
（
笑
）。
吉
田
剛

太
郎
さ
ん
が
蓮
子
の
嫁
ぎ
先
の
旦
那
さ
ん
役

な
ん
で
す
け
ど
、
吉
田
さ
ん
と
言
え
ば
（
舞

台
の
）
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
リ
ア
王
、
私
に

と
っ
て
は
迫
力
の
あ
る
大
先
輩
で
す
。
そ
ん

な
吉
田
さ
ん
が
相
手
で
も
、
あ
の
ヘ
ア
ス
タ

イ
ル
な
ら
私
も
隣
に
立
て
る
か
も
し
れ
な

い
！　
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す（
笑
）。

　

若
い
俳
優
さ
ん
と
の
お
芝
居
か
ら
も
刺
激

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
吉
田
さ
ん
の
よ
う

に
深
み
の
あ
る
お
芝
居
を
さ
れ
る
先
輩
と
ご

一
緒
す
る
の
は
本
当
に
楽
し
く
て
、
も
の
す

ご
く
気
持
ち
を
引
き
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
吉
田
さ
ん
が
出
演
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
マ

や
舞
台
を
一
観
客
と
し
て
見
て
い
る
と
き
よ

り
も
、
共
演
者
と
し
て
目
の
前
と
い
う
特
等

席
で
大
先
輩
の
生
の
演
技
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
吉
田
さ
ん
の
気
持
ち
の
揺
れ
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ

れ
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
し
、
役
者
と
し
て

と
思
っ
た
こ
と
は
と
こ
と
ん
の
め
り
込
む
タ

イ
プ
。
そ
れ
が
私
ら
し
さ
な
の
か
な
と
。

経
験
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
の

余
裕
と
こ
れ
か
ら
の
目
標

　

当
然
、
自
分
の
な
か
に
な
い
も
の
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
す
し
、
悩
み
ま
す
。
最
近
で
言
う

と『
森
光
子
を
生
き
た
女
』と
い
う
ス
ペ
シ
ャ

ル
ド
ラ
マ
で
森
光
子
さ
ん
を
演
じ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
は
実
際
の
森
光

子
さ
ん
を
演
じ
る
の
で
は
な
く
、
台
本
の
な

か
の
森
光
子
さ
ん
を
演
じ
よ
う
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
と
は
言
っ
て
も
、
台
本
の
な
か
の

森
光
子
さ
ん
も
と
て
も
強
い
女
性
。
戦
後
の

日
本
と
い
う
時
代
で
、
ど
う
し
て
も
芝
居
を

や
り
た
い
、
主
演
を
や
り
た
い
、
仕
事
を
や

り
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
持
っ
て
、
前
へ

前
へ
と
生
き
て
い
た
方
。
さ
っ
き
も
言
っ
た

よ
う
に
、
私
に
は
ガ
ツ
ガ
ツ
感
や
ギ
ラ
ギ
ラ

感
が
そ
な
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
な
か
な
か

感
覚
が
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、
監
督
は
つ
ね

に
そ
れ
を
求
め
て
く
る
。
私
の
平
常
心
よ
り

も
ず
っ
と
ず
っ
と
高
い
テ
ン
シ
ョ
ン
で
生
き

て
い
る
方
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
森
光
子
さ

ん
と
い
う
方
は
。

　

そ
う
い
う
役
を
演
じ
る
の
は
と
て
も
大
変

で
し
た
が
、
作
品
が
完
成
し
た
あ
と
に
た
く

さ
ん
評
価
を
い
た
だ
け
た
ん
で
す
。
そ
の
と

き
、
あ
き
ら
め
ず
に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま

で
頑
張
る
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
を
超
え
ら

れ
る
よ
う
に
そ
の
先
を
目
指
す
、
そ
う
や
っ

て
い
く
と
新
し
い
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
現
場
は
本
当

に
大
変
で
。「
わ
か
っ
て
ま
す
よ
っ
！
」
っ

て
声
を
は
り
あ
げ
て
監
督
と
ケ
ン
カ
す
る
よ

う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
は
「
必
ず

で
き
る
」
と
私
を
信
じ
て
く
れ
た
監
督
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

│
│
そ
う
い
う
現
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ド
キ

ド
キ
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
高
揚

感
を
感
じ
る
瞬
間
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
ね
、
お
芝
居
を
し
て
い
る
と
い

ろ
ん
な
ド
キ
ド
キ
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
い
ま

や
っ
て
い
る
朝
ド
ラ
『
花
子
と
ア
ン
』
で
い

自
分
と
か
け
離
れ
た
役
が

演
技
の
幅
を
広
げ
る

　

そ
の
美
し
さ
に
ド
キ
ド
キ
す
る
。
現
在
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
花
子
と
ア
ン
』

で
、
ヒ
ロ
イ
ン
花
子
の
よ
き
友
・
蓮
子
を
演

じ
、
美
し
さ
と
存
在
感
あ
る
演
技
で
私
た
ち

を
釘
付
け
に
す
る
、
女
優
の
仲
間
由
紀
恵
さ

ん
。
彼
女
の
内
側
に
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
情

熱
、
ド
キ
ド
キ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

│
│
代
表
作
に
し
て
ヒ
ッ
ト
作
で
あ
る
『
Ｔ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
』
や
『
ご
く
せ
ん
』
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
蓮
子
の
よ
う
な

役
は
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
う
な
ん
で
す
。
で
も
、
イ
メ
ー
ジ
が
付

い
て
い
る
か
ら
こ
そ
次
の
作
品
で
「
全
然
違

う
ね
」
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
っ

て
。
そ
ん
な
周
り
の
反
応
が
楽
し
く
も
あ
り

ま
す
。
私
自
身
も
、
こ
の
前
は
こ
う
い
う
感

じ
だ
っ
た
か
ら
今
回
は
こ
う
い
う
感
じ
で

や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
よ
う
に
自
分
の
目

標
と
い
う
か
、
役
を
突
き
詰
め
て
い
く
う
え

で
の
手
助
け
、
道
し
る
べ
に
も
な
っ
て
い
ま

す
ね
。
で
す
が
、
自
分
に
ま
っ
た
く
な
い
も

の
を
演
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
は
戸
惑

う
こ
と
も
。
そ
れ
を
ど
う
理
解
し
て
乗
り
越

え
る
か
が
挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
『
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
』
の
奈
緒
子
の
よ
う
に
、
転
ん
で
み
ん

な
に
笑
わ
れ
る
お
芝
居
。
当
時
ま
だ
二
十
歳

そ
こ
そ
こ
で
駆
け
出
し
だ
っ
た
の
で
、
ど
う

演
じ
て
い
い
の
か
、
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な

も
が
い
て
い
る
感
じ
も
、
い
ま
思
え
ば
よ

か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
何
と
か
し
て
自

分
の
な
か
で
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け

て
、
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
気
持
ち
の
う

え
で
の
突
破
口
を
見
つ
け
る
、
そ
れ
が
大
変

で
し
た
。
後
に
な
っ
て
み
て
わ
か
る
こ
と
な

ん
で
す
が
、
自
分
に
と
っ
て
ち
ょ
っ
と
大
変

だ
っ
た
な
、
と
思
っ
た
現
場
の
方
が
、
後
か

ら
す
ご
く
評
価
さ
れ
た
り
、
い
い
言
葉
を
か

け
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
気
が
す
る
ん
で

す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
最
近
は
あ

ら
た
め
て
役
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
自
分
じ
ゃ
な
い
者
を
演
じ
る
か
ら
こ

そ
の
楽
し
さ
を
。
自
分
じ
ゃ
な
い
か
ら
こ
そ

思
い
切
れ
る
ん
で
す
。

│
│
い
ま
ま
で
演
じ
て
き
た
役
の
な
か
で
自

分
と
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
た
役
、
思
い
切

れ
た
役
は
ど
の
役
で
す
か
？

　

世
界
観
を
含
め
て
、
や
っ
ぱ
り
『
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
』
の
奈
緒
子
で
す
ね
。
今
年
『
ト
リ
ッ

ク
劇
場
版 

ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
』
が
公
開
に

な
り
ま
し
た
け
ど
、
14
年
演
じ
続
け
て
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
、
謎
が
多
す
ぎ
る
ん

で
す
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ（
笑
）。
撮
影
現
場
に

い
る
と
き
も
、
謎
を
解
い
て
は
い
け
な
い
と

い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
あ
っ

た
ほ
ど
。
で
も
、
そ
う
い
う
現
場
だ
か
ら
こ

そ
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
。
全
部

を
完
璧
に
わ
か
ら
な
く
て
も
い
い
、
そ
ん
な

作
品
や
現
場
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
、
ひ

と
つ
の
受
け
取
り
方
で
す
ね
。

│
│
た
し
か
に
、
面
白
い
だ
け
で
は
な
い
、

想
像
力
を
鍛
え
て
く
れ
る
シ
リ
ー
ズ
で
し
た

（
笑
）。14
年
、奈
緒
子
を
演
じ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
奈
緒
子
の
要
素
が
仲
間
さ
ん
に
浸
透
し

た
り
し
て
い
ま
す
か
？

　

も
し
か
し
た
ら
、
知
ら
な
い
あ
い
だ
に
奈

緒
子
の
あ
の
ヘ
ン
テ
コ
な
要
素
が
自
分
に
植

え
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
（
笑
）。
あ
の
役
か
ら
学
ん
だ
の
は
、
コ

ミ
カ
ル
な
芝
居
を
す
る
と
き
は
笑
わ
せ
よ
う

と
思
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
気
負
わ
な
い
と
い

う
こ
と
。
お
芝
居
の
と
き
も
、
今
日
の
よ
う

な
写
真
撮
影
の
と
き
も
、
気
負
わ
な
い
よ
う

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
撮

影
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
ま
朝
ド
ラ
の
『
花
子

と
ア
ン
』
の
撮
影
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

蓮
子
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
蓮
子
を
演
じ

て
い
な
い
と
き
の
私
、
現
場
に
い
る
と
き
の

素
の
自
分
に
近
い
感
じ
で
す
。

　

自
分
が
年
齢
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
、
二
十
代
の
若
手
の
役
者
さ
ん
た

ち
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ

て
、『
花
子
と
ア
ン
』の
現
場
で「
先
輩
！
」「
仲

間
さ
ん
！
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
う
と
、
あ
、

そ
う
い
う
立
ち
位
置
に
な
っ
た
ん
だ
な
っ

て
。
な
の
で
、
気
負
わ
ず
に
、
で
も
先
輩
ら

し
く
、年
上
の
人
ら
し
く
そ
こ
に
居
た
い
し
、

お
芝
居
に
関
し
て
も
引
っ
ぱ
っ
て
い
っ
て
あ

げ
た
い
。
彼
ら
の
頑
張
り
を
〝
見
る
〞
と
い

か
は
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
続
け
る
と
い
う

こ
と
を
含
め
て
、
何
か
精
神
的
な
面
で
活
か

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
舞
踊
＝
優
美
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

か
ら
な
の
か
、
お
話
を
伺
っ
て
い
て
も
そ
う

い
っ
た
も
の
を
仲
間
さ
ん
か
ら
感
じ
ま
す
。

つ
ね
に
そ
ん
な
に
穏
や
か
な
ん
で
す
か
？

　

昔
か
ら
な
ん
で
す
け
ど
、
ラ
イ
バ
ル
心
が

な
い
ん
で
す
よ
ね
。
誰
か
が
こ
う
な
っ
た
か

ら
私
も
こ
う
な
り
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
競

争
心
が
な
い
。
だ
か
ら
、
若
い
頃
は
「
君
は

仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た（
苦
笑
）。で
も
、

自
分
が
「
こ
う
し
た
い
！
」「
好
き
だ
！
」

く
楽
し
い
で
す
。
特
に
今
回
は
吉
高
（
由
里

子
）
ち
ゃ
ん
が
主
演
と
し
て
花
子
を
頑
張
っ

て
演
じ
て
い
る
。
彼
女
を
見
な
が
ら
、
あ
あ
、

主
演
の
人
は
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
の
手
厚
い

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る
の
か
と
、
み
ん
な

が
主
演
に
愛
情
を
注
い
で
い
る
感
じ
が
見
え

て
、
私
自
身
も
彼
女
を
支
え
た
い
と
思
う
ん

で
す
。
自
分
が
主
演
の
と
き
も
同
じ
よ
う
に

み
な
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

う
意
識
を
持
っ
て
現
場
に
い
た
い
ん
で
す
。

な
ん
だ
か
、お
母
さ
ん
み
た
い
で
す
ね（
笑
）。

│
│
ご
自
身
の
な
か
で
の
そ
う
い
う
変
化
を

感
じ
た
の
は
最
近
で
す
か
？

　

こ
の
朝
ド
ラ
で
す
ね
。『
ご
く
せ
ん
』
は

教
師
役
だ
っ
た
の
で
生
徒
役
の
若
い
俳
優
さ

ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
作
品

以
外
で
、
こ
ん
な
に
も
若
い
役
者
さ
ん
の
い

る
現
場
は
な
か
な
か
な
か
っ
た
の
で
、
す
ご

│
│
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
時
間
で
す

ね
。
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
る
以
前
か
ら
芸
能
界
に

興
味
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
と

も
、
ほ
か
に
夢
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

芸
能
界
の
華
や
か
な
世
界
へ
の
憧
れ
は
ご

く
ふ
つ
う
に
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
憧

れ
を
持
ち
つ
つ
も
、
私
、
幼
稚
園
の
頃
か
ら

10
年
ぐ
ら
い
、
ず
っ
と
琉
球
舞
踊
を
や
っ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
師
範
に
な
る
た
め
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
た
り
し
て
い
た
の
で
、
き
っ
と

こ
の
ま
ま
踊
り
の
先
生
に
な
る
ん
だ
ろ
う

な
っ
て
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
し
た
。
踊
り

は
好
き
で
し
た
か
ら
。
そ
の
琉
球
舞
踊
が
い

ま
の
女
優
の
仕
事
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る

き
に
は
お
芝
居
に
面
白
さ
を
感
じ
て
、
ず
っ

と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
気
が
し

ま
す
。大
学
は
い
つ
で
も
行
け
る
け
ど
、こ
の

仕
事
は
い
ま
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
だ
っ
て
、
変

な
割
り
切
り
方
で
す
よ
ね
（
笑
）。
た
だ
、
劇

団
に
入
っ
て
い
た
わ
け
で
も
お
芝
居
の
レ
ッ

ス
ン
を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

が
っ
つ
り
芝
居
を
突
き
詰
め
て
き
た
方
と
比

べ
た
ら
勉
強
不
足
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
、
現
場
で
し
か
吸
収
で
き
な
い
こ
と

も
必
ず
あ
る
は
ず
で
。
多
く
の
役
者
さ
ん
と

向
き
合
っ
て
、
お
芝
居
を
し
て
、
そ
う
や
っ

て
積
ま
せ
て
も
ら
っ
た
経
験
と
そ
の
時
間

は
、私
に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

も
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
先
輩
か
ら
得
た
も
の
を
今
度
は

自
分
自
身
が
後
輩
に
、
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
い
ま
ま
で
に

な
い
新
し
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
ね
。

│
│
確
実
に
前
進
し
て
女
優
の
道
を
開
拓
し

て
い
る
と
い
う
証
で
す
ね
。
そ
の
道
を
歩
く

こ
と
に
な
っ
た
、
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
も

伺
い
た
い
の
で
す
。
な
ぜ
、
女
優
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

沖
縄
で
育
っ
て
、
ス
カ
ウ
ト
に
近
い
形
で

こ
の
世
界
に
入
っ
た
ん
で
す
が
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
お
芝
居
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
経

験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
高
校
を
卒
業
す
る
と

そ
こ
に
居
る
だ
け
で

役
の
存
在
感
を
出
せ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
女
優
に
な
っ
て
い
き
た
い
。

写真協力：ＮＨＫ
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